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令
和
４
年
度
予
算
が
決
定

96億5,763万7千円

令
和
４
年
３
月
定
例
会

（
令
和
４
年
３
月
４
日
〜
２５
日
）

　令和４年度一般会計予算の歳入歳出総額は、96億5,763万7千円となっており、前年度
当初と比べて、4億153万3千円、4.3％の増となった。主な要因は、民生費における障害福祉
サービス充実及び子供の居場所づくりの充実を図る取り組み、土木費における住民サービス
のための道路新設となっている。
　村民の福祉環境の確保及び生活環境の向上が図られる。

議案第13号　中城村一般会計予算（分割審査分）
議案第14号　中城村国民健康保険特別会計予算
議案第15号　中城村後期高齢者医療特別会計予算

【総務常任委員会】

議案第13号　中城村一般会計予算（分割審査分）
こども課、福祉課、教育総務課の歳入歳出予算について、次の意見
書を付けて原案可決すべきものと決定した。

こ ど も 課：児童虐待、ＤＶ対策総合支援事業については、相談件数の増加及び内容が多様化、
複雑化しており、相談員の増員を求める意見があった。

福 祉 課：福祉課の２係体制移行及び高齢化社会に向けて、保健師の増を求める意見があった。
教育総務課：耐力度調査が流動的な中で、建設に際しては財源の確保を最大限活用するよう意見が

あった。用地購入等においては、職員の強化を求める意見があった。

【文教社会常任委員会】

議案第13号　中城村一般会計予算（分割審査分）
ブライダル事業者のみに特化した目的に思え、村民に対し不平等とならないか、村
民の利益となるようにコロナ臨時交付金等を活用するようにとの意見があった。

議案第16号　中城村公共下水道事業特別会計予算
議案第17号　中城村土地区画整理事業特別会計予算
議案第18号　中城村汚水処理管理施設特別会計予算
議案第19号　中城村水道事業会計予算

【建設常任委員会】

委員会審議の経緯と結果（概要）
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（内訳）

予算の推移
（５年間）

村債の推移
（５年間）

※村債とは
　　村の借入金

原案可決原案可決

原案可決原案可決

一般会計予算可決
議案第13号

民生費
39億2,698万2千円

40.7%
総務費

11億8,005万1千円
12.2%

衛生費
10億2,560万5千円

10.6%

土木費
4億9,181万6千円

5.1%

公債費
4億8,769万円

5.0%

その他
7億976万円1千円

7.3%

教育費
18億3,573万2千円

19.0%

（2）

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律改正の為、条例を改正する。 

沖縄県への県立病院における、内科医の確保及び職員の
休日を求めるため。 
沖縄県への県立病院における、内科医の確保及び職員の
休日を求めるため。 
本定例会中での調査が進まず、閉会中での調査及び審査
を必要とするため。 

運転代行業者への支援金要請。 

ロシア連邦によるウクライナ侵略はウクライナの主権を侵害し、国民の生
命・財産を蹂躙する行為であり、断じて容認できないため。 
ロシア連邦によるウクライナ侵略はウクライナの主権を侵害し、国民の生
命・財産を蹂躙する行為であり、断じて容認できないため。 

給水人口増加のため。 

令和３年度電子黒板等教育情報化備品購入業務（その２）の契約の締結については、議会の議決に付
すべき契約及び財産の取得及び処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を必要とする。 

ウフクビリ線災害防除工事（R3-1 工区）改定契約の工期変更及び請負金額の変更 
工期　令和３年９月６日～令和４年３月１５日 
工事請負額　6,709万3千４00円　　増額　609万9千400円 

中城村役場旧庁舎解体工事の工事請負契約の締結については、議会の議決に付すべき契
約及び財産の取得及び処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を必要とする。 

知名 朝次 氏 

24億9,632万4千円

1億5,868万6千円

4億9,542万7千円

2億7,006万4千円

290万8千円

補正額 6億3,390万9千円減額 　総額 110億1,410万1千円

補正額 797万円減額 　総額 25億911万4千円

補正額 195万2千円 　総額 1億6,566万4千円

補正額 103万６千円減額 　総額 2億9,021万4千円

補正額 3,751万4千円減額 　総額 1億3,948万円

中城村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 

ロシア連邦によるウクライナ侵略を強く非難し、即時無条件完全撤
退と平和的手段による早期解決を求める抗議決議 
ロシア連邦によるウクライナ侵略を強く非難し、即時無条件完全撤
退と平和的手段による早期解決を求める意見書

中城村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

中城村水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

中城村役場旧庁舎解体工事請負契約 

物品等購入の契約 

妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援制度を充実させるため、非常勤職員の育児
休業及び部分休業の要件を緩和するとともに、任命権者が講ずべき措置を定める 

専決処分の報告 

中城村選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙 

令和4年度沖縄県町村 土地開発公社事業計画の報告 

令和4年  第3回 3月定例会に上程された議案・諮問・同意・報告・請願・陳情・意見書・決議・発議 

令和4年度 特別会計予算

県立中部病院の医療体制の強化・充実を求める請願書 

県立中部病院の泌尿器科・腎臓（移植）内科医の定数増及び
職員の休日確保、病院内施設の整備を求める意見書 

選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提出を要望する陳情書 

「運転代行業者への事業継続緊急支援措置」について 

収益的収入 5億6,520万3千円 　収益的支出 5億1,990万8千円
資本的収入 3,540万1千円 　　　資本的支出 1億8,066万1千円

資本的収入 補正額 140万円減額 　総額 2億3,699万6千円
資本的支出 補正額 140万円減額 　総額 5億1,794万3千円

議案番号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第20号

議案第21号

同意第1号

報告第1号

報告第2号

選挙第1号

請願第1号

意見書第3号

陳情第1号

陳情第2号

決議第2号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

意見書第2号

議案等の概要（提案理由） 結果件　名

議案番号 議案等の概要（提案理由） 結果件　名

教育委員会委員の任命 

令和4年度中城村国民健康保険特別会計予算 

令和4年度中城村後期高齢者医療特別会計予算

令和4年度中城村公共下水道事業特別会計予算

令和4年度中城村土地区画整理事業特別会計予算

令和4年度中城村汚水処理施設管理事業特別会計予算

令和4年度中城村水道事業会計予算

令和３年度中城村一般会計補正予算（第10号）

令和3年度中城村国民健康保険特別会計補正予算(第3号）

令和3年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号）

令和3年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算(第3号）

令和3年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算(第3号）

令和3年度中城村水道事業会計補正予算(第3号）

令和4年3月定例議会 

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

報告

選挙

報告

採択

可決

継続
審査 

採択

可決

可決

（3）



行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律改正の為、条例を改正する。 

沖縄県への県立病院における、内科医の確保及び職員の
休日を求めるため。 
沖縄県への県立病院における、内科医の確保及び職員の
休日を求めるため。 
本定例会中での調査が進まず、閉会中での調査及び審査
を必要とするため。 

運転代行業者への支援金要請。 

ロシア連邦によるウクライナ侵略はウクライナの主権を侵害し、国民の生
命・財産を蹂躙する行為であり、断じて容認できないため。 
ロシア連邦によるウクライナ侵略はウクライナの主権を侵害し、国民の生
命・財産を蹂躙する行為であり、断じて容認できないため。 

給水人口増加のため。 

令和３年度電子黒板等教育情報化備品購入業務（その２）の契約の締結については、議会の議決に付
すべき契約及び財産の取得及び処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を必要とする。 

ウフクビリ線災害防除工事（R3-1 工区）改定契約の工期変更及び請負金額の変更 
工期　令和３年９月６日～令和４年３月１５日 
工事請負額　6,709万3千４00円　　増額　609万9千400円 

中城村役場旧庁舎解体工事の工事請負契約の締結については、議会の議決に付すべき契
約及び財産の取得及び処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を必要とする。 

知名 朝次 氏 

24億9,632万4千円

1億5,868万6千円

4億9,542万7千円

2億7,006万4千円

290万8千円

補正額 6億3,390万9千円減額 　総額 110億1,410万1千円

補正額 797万円減額 　総額 25億911万4千円

補正額 195万2千円 　総額 1億6,566万4千円

補正額 103万６千円減額 　総額 2億9,021万4千円

補正額 3,751万4千円減額 　総額 1億3,948万円

中城村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 

ロシア連邦によるウクライナ侵略を強く非難し、即時無条件完全撤
退と平和的手段による早期解決を求める抗議決議 
ロシア連邦によるウクライナ侵略を強く非難し、即時無条件完全撤
退と平和的手段による早期解決を求める意見書

中城村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

中城村水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

中城村役場旧庁舎解体工事請負契約 

物品等購入の契約 

妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援制度を充実させるため、非常勤職員の育児
休業及び部分休業の要件を緩和するとともに、任命権者が講ずべき措置を定める 

専決処分の報告 

中城村選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙 

令和4年度沖縄県町村 土地開発公社事業計画の報告 

令和4年  第3回 3月定例会に上程された議案・諮問・同意・報告・請願・陳情・意見書・決議・発議 

令和4年度 特別会計予算

県立中部病院の医療体制の強化・充実を求める請願書 

県立中部病院の泌尿器科・腎臓（移植）内科医の定数増及び
職員の休日確保、病院内施設の整備を求める意見書 

選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提出を要望する陳情書 

「運転代行業者への事業継続緊急支援措置」について 

収益的収入 5億6,520万3千円 　収益的支出 5億1,990万8千円
資本的収入 3,540万1千円 　　　資本的支出 1億8,066万1千円

資本的収入 補正額 140万円減額 　総額 2億3,699万6千円
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令和4年3月定例議会 

中学校建設費7億2,031万６千円に関する修正動議

「○」：賛成　「×」：反対　＝※原案に対しての採択
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採
決
の
結
果

議員

議案第3号

起立採決の結果

議案第13号

議案

【金城章】 中学校の教育環境をよくするために用地確保は重要。プールも無く狭い状況の改善になる。

【石原昌雄】 用地購入は先行投資と考える。中学校建て替えの計画を立て現在地以外に用地を求め中学校
の移転が進むようにすべきである。

【安里清市】 中学校校舎の建設に向けての用地の取得に係る予算である。PFIの導入や耐力度調査の結果も
重要であるが、予算をつけないで用地交渉をすることはできない。

【伊佐則勝】 予算をつけないで用地の確保ができるのか。しっかりとスピード感をもって先行投資で用地の
確保をすべき。

【渡嘉敷眞整】 令和３年度から継続している事業ですので教育委員会は耐力度調査も含めて、再度、いろん
な角度から挑戦し頑張るということなので、当初予算に計上して事業業務を推進させたい。当初予算から
カットする修正動議に反対します。

修
正
動
議
に
反
対

【新垣修】 予算の執行機関が短い繰り越しても2年間購入できなかった場合は再度事業申請が必要になる。
現状PFI問題、学校移転問題、多くの課題がある中で万全にスケジュールをこなし終えるか不安と疑問が
ある。

【新垣善功】 現校舎は耐力度調査中である。調査の結果によっては建て替えの予算に国庫補助金の交付の
有無が決定されることから、調査の結果が判明してから計上すべき

修
正
動
議
に
賛
成

【大城常良】 中学校費7億2,031万６千円の予算は体力度調査の進捗状況を見ても、文科省予算の獲得が厳
しい状況下で補助金なしで中学校建設が進められる財政的余裕は全くない。他の財源の活用を考えていれ
ば一定の根拠は示すべきである。大幅な計画変更が生じた場合、新たな建設スケジュールと予算規模を示
す必要がある。中学校移転には賛成だが現時点では判断できる建設計画及び補助事業による財源確保の根
拠がない。

提
案
理
由

令和４年 第2回 臨時会 （令和4年2月14日）

令和４年 第4回 臨時会 （令和4年4月18日）

議案番号

議案第２号 可決

件名

令和３年度中城村一般会計補正予算(第９号) 歳出歳入予の総額に1,760万円を追加し、
歳入歳出予算の総額を116億4,801万円とする

議案等の概要（提案理由） 結果

議案番号

議案第２3号 可決

件名

令和４年度中城村一般会計補正予算(第１号) 歳出歳入予の総額に4,419万8千円を追加し、
歳入歳出予算の総額を97億183万5千円とする

承認第２号 可決専決処分の承認について
（令和３年度中城村一般会計補正予算（第１２号））

新型コロナウイルスワクチン接種の3回目追加接種
を行うため、繰越明許費補正を必要とした

承認第３号 可決専決処分の承認について
（中城村税条例等の一部を改正する条例）

地方自治法等の一部を改正する法律（令和4年法律
第1号）が、令和4年4月1日に施行されることに伴
い、中城村税条例等の一部を改正する必要が生じた

承認第４号 可決専決処分の承認について
（中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

地方自治法施行令等の一部を改正する政令（令和4年政令
第133号）が、令和4年4月1日に施行されることに伴い、中
城村国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じた

議案等の概要（提案理由） 結果

中城村課設置条例の一部を改正する条例

令和4年度中城村一般会計予算
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令和4年3月定例議会 

商業施設誘致事業及び中学校移転事業等の実現のため、主体性を発揮し、集中的に取り組むため、「まちづ
くり推進課」を設置する必要がある。

反対討論・賛成討論は、以下の通りありました。

可決
議案第3号 中城村課設置条例の一部を改正する条例 

反
対
討
論

【新垣修】 新 設 課 の 業 務 は 中 学 校移転跡地利用・商業施設誘致事業だけに特化して設置され、跡地利用は５
年先であり、中学校の移転が決まるまでの期間取り掛かる業務はない。取組の優先は中学校移転先の用地
確保であり行政全体で取組むのならプロジェクトチームで、連携して取組を図り移転問題は早期に解決する
と考えるので反対します。

【大城常良】 想定業務は中学校の移転事業・商業 施 設 誘 致 事 業、重点地区における地区計画業務、その他を
示しているだけで、分掌事務に関する最も重要な内容及び業務範囲が示されていません。また中学校移転
事業と商業施設誘致事業は中学校の移転が決定した後に本格的に動く事業であり、５年以上先の話で時期
尚早である。

【金城章】 様々な事 業があるなか、各 課の横つながりが少なく主 導する課もない。村長は 機 動 力 を持って主
導する課にしたいと、その様な課は必要ではないかと。先々のことを早め早めに解決するのが行政であり、こ
ういった課を設置するのが妥当だと思って賛成します。

【玉那覇登】 当初は時期尚早と思いました。しかし現在は企画課の中でまちづくり係一人で業 務を 行 ってい
て業務遂行に滞っている現状であり、課を設置することにより教育委員会や都市建設課と連携し業務を行い
中学校移転や商業施設誘致事業が推進する事が期待できるため課設置条例に賛成します。

賛
成
討
論

【大城常良】 ブライダル事業は、挙式をするカップル限定50組にしたもので結婚する場合には誰もが披露宴
をやりたい。しかし、やりたくでも経済的理由でできない方々も多くいる。挙式をすると助成する、しないと助
成しない。本事業は公平性を欠いた事業であり、修正動議に賛成します。

【新垣善功】 結婚式、披露宴をした50組限定であり、婚姻届を提出しても経済的に結婚式、披露宴をできな
いカップルは対象外なのは差別、不公平である。村内にはブライダル業者はなく、結婚届を提出した全カッ
プルに対して結婚祝い金及び新生活応援祝い金として一律定額交付すべきであり、修正案に賛成します。

修
正
動
議
に
賛
成

【比嘉麻乃】 ブライダル支援事業は、行政報告にもあるようにカップルへの支援が大前提で在ります。中城村
のこの取組が大勢の方の支援になり、県全体に広がる可能性も出てきます。皆で快くカップルの門出を祝う
気持ちで、支援事業を後押します。この支援事業を執行することで何か支障を来すのでしょうか。修正動議に
反対します。

【桃原清】 新型コロナウイルスの感染拡大の影響下、経済は打撃を受け、人の流れは抑制された状況にあ
る。この状況下でブライダル支援事業補助金は、幸せに向かって踏み出す村民の後押しの一助となる。支払
い対象も県内のブライダル関連企業やウエディング協会に限らず幅広く利用でき、必ずや村民の為、村の発
展に寄与する。

【伊佐則勝】 ブライダル支援事業補助金につきましては、これからカップルとなってその門出を祝福するとい
う意味と、ブライダル事業に関連する業界等を含めて経済の波及効果も生じてくるというふうな観点からそ
の事業を取り上げておりますので、修正案への反対討論とさせていただきます。

修
正
動
議
に
反
対

「令和4年度中城村一般会計予算」に対する修正案は反対多数で否決

ブライダル支援事業に対する修正動議
【新垣修】 ブライダル支援事業は施設の利用目的を優位に考えた助成で、挙式、披露宴、結婚式等を行う為
の支援と言ってるが、挙式や披露宴は２人の気持ちを最優先に考え、村内在住の結婚者全てが平等に支援を
受けられる内容にすべきだと思う。しかし、この事業案は村内在住者で結婚式等を行わない住民には該当せ
ず、50組限定に助成金を交付し、限定組数を超えたら助成金がもらえない内容で公平さに欠け、不平等の扱
いがある事業と考える。

提
案
理
由

提
案

 

理
由

討論のクローズアップ
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令和4年3月定例議会 

中学校建設費7億2,031万６千円に関する修正動議
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採
決
の
結
果

議員

議案第3号

起立採決の結果

議案第13号

議案

【金城章】 中学校の教育環境をよくするために用地確保は重要。プールも無く狭い状況の改善になる。

【石原昌雄】 用地購入は先行投資と考える。中学校建て替えの計画を立て現在地以外に用地を求め中学校
の移転が進むようにすべきである。

【安里清市】 中学校校舎の建設に向けての用地の取得に係る予算である。PFIの導入や耐力度調査の結果も
重要であるが、予算をつけないで用地交渉をすることはできない。

【伊佐則勝】 予算をつけないで用地の確保ができるのか。しっかりとスピード感をもって先行投資で用地の
確保をすべき。

【渡嘉敷眞整】 令和３年度から継続している事業ですので教育委員会は耐力度調査も含めて、再度、いろん
な角度から挑戦し頑張るということなので、当初予算に計上して事業業務を推進させたい。当初予算から
カットする修正動議に反対します。

修
正
動
議
に
反
対

【新垣修】 予算の執行機関が短い繰り越しても2年間購入できなかった場合は再度事業申請が必要になる。
現状PFI問題、学校移転問題、多くの課題がある中で万全にスケジュールをこなし終えるか不安と疑問が
ある。

【新垣善功】 現校舎は耐力度調査中である。調査の結果によっては建て替えの予算に国庫補助金の交付の
有無が決定されることから、調査の結果が判明してから計上すべき

修
正
動
議
に
賛
成

【大城常良】 中学校費7億2,031万６千円の予算は体力度調査の進捗状況を見ても、文科省予算の獲得が厳
しい状況下で補助金なしで中学校建設が進められる財政的余裕は全くない。他の財源の活用を考えていれ
ば一定の根拠は示すべきである。大幅な計画変更が生じた場合、新たな建設スケジュールと予算規模を示
す必要がある。中学校移転には賛成だが現時点では判断できる建設計画及び補助事業による財源確保の根
拠がない。

提
案
理
由

令和４年 第2回 臨時会 （令和4年2月14日）

令和４年 第4回 臨時会 （令和4年4月18日）

議案番号

議案第２号 可決

件名

令和３年度中城村一般会計補正予算(第９号) 歳出歳入予の総額に1,760万円を追加し、
歳入歳出予算の総額を116億4,801万円とする

議案等の概要（提案理由） 結果

議案番号

議案第２3号 可決

件名

令和４年度中城村一般会計補正予算(第１号) 歳出歳入予の総額に4,419万8千円を追加し、
歳入歳出予算の総額を97億183万5千円とする

承認第２号 可決専決処分の承認について
（令和３年度中城村一般会計補正予算（第１２号））

新型コロナウイルスワクチン接種の3回目追加接種
を行うため、繰越明許費補正を必要とした

承認第３号 可決専決処分の承認について
（中城村税条例等の一部を改正する条例）

地方自治法等の一部を改正する法律（令和4年法律
第1号）が、令和4年4月1日に施行されることに伴
い、中城村税条例等の一部を改正する必要が生じた

承認第４号 可決専決処分の承認について
（中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

地方自治法施行令等の一部を改正する政令（令和4年政令
第133号）が、令和4年4月1日に施行されることに伴い、中
城村国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じた

議案等の概要（提案理由） 結果

中城村課設置条例の一部を改正する条例

令和4年度中城村一般会計予算
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※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

で
委
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状
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各
課
と
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要
で
す
。

議
員  
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任
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け
で
も
１

回
で
す
む
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
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し
、ワ
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１
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よ
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場
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を
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下
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。

議
員 
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い
村
政

を
つ
く
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に
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い
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駐
車
場
の
適
正
な

利
用
を
図
る
た
め
に
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い

住
み
や
す
い
中
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村
に
し
て

ほ
し
い
。

議
員 

浜
田
村
長
同
行
で
宜

野
湾
警
察
署
長
へ
請
願
書

を
提
出
し
た
が
進
捗
を
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

今
後
の
課
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と
し
て
建
築
工
事
の
予

算
、建
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工
期
、人
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置
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な
ど
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々
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法
に
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討

さ
れ
る
も
の
と
伺
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て
お
り

ま
す
。

議
員 

要
望
書
は
南
上
原
自

治
会
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じ
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、子
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会
や

中
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校
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議
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す
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議
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児
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・
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場
所
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た

め
に
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要
と
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。
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か
。
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長
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要
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と
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え
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す
。
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で
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。
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援
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図
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者
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す
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め
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か
。

こ
ど
も
課
長 

人
件
費
補
助

議
員 

那
覇
市
が
現
在
仮
運

用
し
、こ
の
４
月
か
ら
運
用

す
る
死
亡
し
た
後
に
発
生

す
る
税
金
や
年
金
に
絡
む

73
種
類
の
各
種
手
続
き
の

一
部
を
29
種
類
は
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
す
る「
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
」を
中
城
村

に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長 

村
に
お
い

て
は
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
と
い
う
の
は
作
成
し
て
お

り
ま
せ
ん
。死
亡
後
の
手
続

き
は
33
種
類
の
手
続
き
が

必
要
で
各
課
が
聞
き
取
り

な
が
ら
案
内
し
て
い
る
状
況

シ
ー
で
出
向
き
申
請
、１
か

月
後
受
け
取
り
も
本
人
の

み
で
郵
送
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
証
明
書
を
手
に
入
れ

る
た
め
２
回
出
向
き
申
請

料
も
含
め
て
１
万
円
近
く

の
費
用
と
時
間
が
か
か
る

現
状
。ぜ
ひ
意
識
の
高
い
、75

歳
以
上
の
方
々
へ
人
生
の

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
る
先

輩
た
ち
へ
、応
援
の
意
味
を

込
め
て
、タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
・
護
佐
丸
バ
ス
の
無
料
利

用
券
を
提
案
し
ま
す
。

議
員 

自
主
的
に
運
転
免
許

を
返
納
さ
れ
た
方
へ
村
独
自

の
返
納
証
明
書
を
発
行
し

て
護
佐
丸
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

等
の
交
通
手
段
の
支
援
は

考
え
ら
れ
る
か
。

村
長 

非
常
に
時
代
に
即
し

た
質
問
で
、こ
の
免
許
返
納

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
返

納
さ
れ
た
方
々
に
不
便
を
か

け
な
い
た
め
に
も
、今
後
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長 

村
に
お
け

る
自
主
返
納
者
は
こ
の
４
か

年
で
2
0
8
人
・
平
成
30

年
43
人
・
平
成
31
年
66
人
・

令
和
２
年
54
人
・
令
和
３
年

45
人
で
し
た
。

議
員
11
名
の
自
主
返
納
者

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に

お
い
て
証
明
書
の
申
請
料
は

1
、1
0
0
円
で
本
人
し
か

申
請
で
き
ま
せ
ん
。運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
へ
バ
ス
や
タ
ク

自
主
返
納
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
は

令和4年3月定例議会 

比嘉　麻乃　議員

屋良　照枝　議員

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

設
置

パ
ー
キ
ン
グ・

パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

令
和
４
年
度
施
政
方
針

行
政
サ
ー
ビ
ス

南
上
原
地
区
交
番
所

設
置

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
軽
減
策
、改
善

策
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

③
福
祉
施
策
の
展
望

議
員 

高
知
市
へ
介
護
予
防

の「
百
歳
体
操
」に
つ
い
て
調

査
し
報
告
書
を
お
渡
し
し

た
が
見
解
を
伺
う
。

福
祉
課
長
　
議
員
か
ら
御

提
供
の
あ
っ
た
情
報
に
つ
い

て
課
内
で
も
今
検
討
は
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員 

「
百
歳
体
操
」は
足
腰

に
筋
肉
を
つ
け
る
だ
け
で
な

く
認
知
機
能
を
向
上
さ
せ

る
効
果
や
食
べ
る
力
、飲
み

込
む
力
を
つ
け
誤
嚥
性
の

肺
炎
予
防
に
な
る
た
め
積

極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
読
書
通
帳
導
入

●
安
心・安
全
な
水
道
事
業

一般質問

（7）

一般質問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。
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令和4年3月定例議会村政を問う！

議
員 

金
武
町
で
は
P
F
O
S

値
の
低
減
対
策
に
向
け
た

動
き
が
素
早
く
で
き
た
の

に
、同
じ
く
P
F
O
S
を
含

ん
だ
飲
料
水
を
供
給
さ
れ

て
い
る
我
が
村
で
は
、何
ら

対
応
も
さ
れ
て
な
い
。

副
村
長 

企
業
局
に
対
し
て

は
、村
の
現
状
を
説
明
す
る

と
と
も
に
早
期
の
改
善
及

び
最
新
の
情
報
提
供
を
求

め
て
お
り
ま
す
。

議
員 

暫
定
目
標
値
以
内
だ

と
し
て
も
P
F
O
S
は
体

内
に
蓄
積
さ
れ
飲
み
続
け

て
い
る
こ
と
で
将
来
の
健
康

被
害
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
安
心
の
水
を

求
め
水
道
水
以
外
の
飲
水

を
購
入
し
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
す
。７
市
町
村
首
長

連
絡
協
議
会
の
開
催
の
必

要
性
は
な
い
の
か
。現
状
の

改
善
に
ど
う
取
り
組
ま
れ

る
の
か
。

P
F
O
S
へ
の
対
応
に

差
が
あ
る

議
員 

３
ク
ラ
ス
あ
る
少
人

数
学
級
の
一
人
の
教
員
が

出
勤
で
き
な
い
状
況
に
な

り
、そ
の
ク
ラ
ス
児
童
を
分

割
し
他
の
２
ク
ラ
ス
に
割
り

振
り
授
業
を
進
め
た
。こ
の

少
人
数
学
級
の
教
員

補
充
は
適
切
か

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
南
上
原
へ
の
防
犯
ボ
ッ
ク
ス

　設
置

●
排
水
路
の
整
備

議
員 

西
原
町
・
北
中
城
村
・

宜
野
湾
市
な
ど
他
の
市
町

村
と
連
携
し
事
務
組
合
方

式
で
の
建
設
可
能
性
と
建

設
に
向
け
た
村
長
の
意
向

を
伺
う
。

村
長 

必
要
性
は
あ
り
ま

す
。火
葬
場
建
設
に
つ
き
ま

し
て
は
断
念
を
し
た
経
緯
が

あ
り
機
運
が
高
ま
っ
た
段

階
で
議
論
が
で
き
た
ら
い

い
。組
合
方
式
に
し
て
も
少

し
規
模
を
小
さ
く
し
た
形

で
の
広
域
が
望
ま
し
い
。

議
員 

組
合
方
式
に
よ
る
運

営
で
あ
れ
ば
財
政
的
な
負

担
も
軽
減
で
き
る
の
で
検

討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

葬
祭
場
建
設
の
意
向
は

新
垣 

貞
則
①
中
城
小
校
区
内
の
環
境
整
備

②
海
岸
を
整
備
し
て
、健
康
づ
く
り
と
中
城
村
の
観
光
振
興
を
図
る

③
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る

新
垣 

修
①
新
設
課
に
関
わ
る
問
題 

②
ブ
ラ
イ
ダ
ル
支
援
事
業
補
助
金

仲
松 

正
敏
①
自
閉
症
・
情
緒
学
級 

②
防
災
・
減
災
対
策

渡
嘉
敷 

眞
整
①
中
城
中
学
校
移
転
改
築
事
業 

②
津
覇
小
学
校
校
舎
全
面
改
築

③
中
城
小
学
校
校
舎
全
面
改
築 

④
施
政
方
針
の
安
心
・
安
全
な
水
道
事
業
へ

新
垣 

善
功
①
移
動
図
書
館
の
実
施
は

②
自
治
会
、地
縁
団
体
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
は

③
南
上
原
地
区
へ
の
交
番
所
設
置
要
請
の
進
捗
状
況
は

④
成
人
式
の
年
齢
時
期
は

伊
佐 

則
勝
①
施
政
方
針 

②
中
部
広
域
移
行
に
向
け
て 

③
感
染
対
策

桃
原 

清
①
維
持
管
理（
除
草
） 

②
M
I
C
E
関
連

③
国
道
３
２
９
号
線
の
バ
ス
停
設
置 

④
農
振
地
域
の
見
直
し

石
原 

昌
雄
①
県
道
２
９
号
線
及
び
東
西
道
路
計
画
の
進
捗

②
南
上
原
に
田
芋
の
水
田
耕
作
地
を

③
競
技
力
向
上
の
取
り
組
み
は 
④
人
材
育
成 

金
城 

章
①
道
路
行
政
西
原
バ
イ
パ
ス
の
完
成
を 

②
施
政
方
針

③
北
中
城
村
と
の
共
同
の
ま
ち
づ
く
り 

④
南
上
原
地
区
下
水
道
整
備

⑤
ヤ
ギ
畜
産
で
農
業
振
興

安
里 

ヨ
シ
子
①
性
教
育 
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
制
度

大
城 

常
良
①
農
業
振
興 

②
軽
石
漂
着
に
よ
る
支
援 

③
大
城
立
裕
氏
の
銅
像
建
立

④
小
・
中
学
校
改
築
整
備
基
本
計
画 

⑤
待
機
児
童
・
待
機
学
童  

玉
那
覇 
登
①
施
政
方
針 

②
河
川
管
理

比
嘉 
麻
乃
①
施
政
方
針 

②
行
政
サ
ー
ビ
ス 

③
南
上
原
地
区
交
番
所
設
置

屋
良 

照
枝
①
運
転
免
許
返
納
さ
れ
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

②
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置

③
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

安
里 

清
市
①
南
上
原
へ
の
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
設
置 

②
P
F
O
S
へ
の
対
応
の
格
差

③
葬
祭
場
建
設 

④
排
水
路
の
整
備 

⑤
少
人
数
学
級
の
教
員
補
充  

令和4年3月定例議会 

安里　清市　議員

行
為
は
少
人
数
学
級
の
発

足
の
理
念
か
ら
逸
脱
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
如
何
か
。

教
育
長 

２
週
間
程
度
の
休

み
で
し
た
の
で
、ま
ず
児
童

の
学
習
を
保
障
す
る
こ
と

が
第
一
優
先
だ
と
考
え
、３

ク
ラ
ス
を
２
ク
ラ
ス
に
し
て

授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。学

校
現
場
の
対
応
と
し
て
も

そ
れ
が
一
番
い
い
方
法
だ
っ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
管 

平
均
17

名
の
ク
ラ
ス
で
学
習
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

議
員 

教
員
の
補
充
に
必
要

な
金
額
を
新
年
度
の
予
算

に
反
映
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

教
育
総
務
課
主
管 

今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

副
村
長 

今
後
、受
水
７
市

町
村
の
担
当
課
会
議
の
開

催
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
の

意
向
を
確
認
し
、連
携
し
た

改
善
策
な
ど
が
取
れ
な
い
か

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（6）
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で
委
任
状
も
当
然
各
課
と

も
必
要
で
す
。

議
員  

委
任
状
だ
け
で
も
１

回
で
す
む
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
進
め
て
一
元
化
し
、ワ

ン
ス
テ
ッ
プ
で
手
続
き
が
１

か
所
で
す
む
よ
う
に
遺
族

に
や
さ
し
い
役
場
の
対
応
を

考
え
て
下
さ
い
。

議
員 

弱
者
に
優
し
い
村
政

を
つ
く
る
た
め
に
、障
が
い

者
専
用
駐
車
場
の
適
正
な

利
用
を
図
る
た
め
に
、パ
ー

キ
ン
グ・パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
を

開
始
し
て
、近
く
に
駐
車
し

て
優
し
く
、心
も
い
た
わ
っ

て
来
庁
し
て
頂
け
る
優
し
い

住
み
や
す
い
中
城
村
に
し
て

ほ
し
い
。

議
員 

浜
田
村
長
同
行
で
宜

野
湾
警
察
署
長
へ
請
願
書

を
提
出
し
た
が
進
捗
を
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

今
後
の
課

題
と
し
て
建
築
工
事
の
予

算
、建
設
工
期
、人
員
配
置

な
ど
の
や
り
取
り
が
本
部

と
令
和
４
年
８
月
頃
に
再

度
調
整
が
出
て
く
る
な
ど
、

様
々
な
工
法
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
る
も
の
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員 

要
望
書
は
南
上
原
自

治
会
を
は
じ
め
、子
供
会
や

中
城
南
小
学
校
P
T
A
、南

上
原
老
人
会
と
多
く
の

方
々
か
ら
の
要
望
で
す
。駐

在
所
は
残
し
つつ
、24
時
間
体

制
で
警
戒
活
動
の
行
え
る

交
番
所
設
置
に
向
け
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

議
員 

住
民
票
の
写
し
や
証

明
書
が
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
考

え
を
伺
う
。

村
長 

真
剣
に
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。近
々
結
論
を
出
そ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

議
員 

児
童
生
徒
の
安
心
・

安
全
な
居
場
所
確
保
の
た

め
に
児
童
館
は
必
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長 

色
々
と
検
討

は
し
て
お
り
ま
す
が
、現
段

階
で
は
計
画
に
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

議
員 

学
童
ク
ラ
ブ
に
通
わ

な
い
児
童
の
居
場
所
確
保

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長
　
児
童
館
の

必
要
性
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員 

こ
ど
も
の
居
場
所
確

保
は
急
務
で
す
。子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
人

が
集
え
る
施
設
を
お
願
い

し
ま
す
。

②
繋
が
る
子
育
て
支
援

議
員 

保
育
士
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め「
保
育
支
援

者
」を
配
置
す
る
た
め
の
人

件
費
補
助
の
考
え
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
課
長 

人
件
費
補
助

議
員 

那
覇
市
が
現
在
仮
運

用
し
、こ
の
４
月
か
ら
運
用

す
る
死
亡
し
た
後
に
発
生

す
る
税
金
や
年
金
に
絡
む

73
種
類
の
各
種
手
続
き
の

一
部
を
29
種
類
は
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
す
る「
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
」を
中
城
村

に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長 

村
に
お
い

て
は
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
と
い
う
の
は
作
成
し
て
お

り
ま
せ
ん
。死
亡
後
の
手
続

き
は
33
種
類
の
手
続
き
が

必
要
で
各
課
が
聞
き
取
り

な
が
ら
案
内
し
て
い
る
状
況

シ
ー
で
出
向
き
申
請
、１
か

月
後
受
け
取
り
も
本
人
の

み
で
郵
送
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
証
明
書
を
手
に
入
れ

る
た
め
２
回
出
向
き
申
請

料
も
含
め
て
１
万
円
近
く

の
費
用
と
時
間
が
か
か
る

現
状
。ぜ
ひ
意
識
の
高
い
、75

歳
以
上
の
方
々
へ
人
生
の

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
る
先

輩
た
ち
へ
、応
援
の
意
味
を

込
め
て
、タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
・
護
佐
丸
バ
ス
の
無
料
利

用
券
を
提
案
し
ま
す
。

議
員 

自
主
的
に
運
転
免
許

を
返
納
さ
れ
た
方
へ
村
独
自

の
返
納
証
明
書
を
発
行
し

て
護
佐
丸
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

等
の
交
通
手
段
の
支
援
は

考
え
ら
れ
る
か
。

村
長 

非
常
に
時
代
に
即
し

た
質
問
で
、こ
の
免
許
返
納

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
返

納
さ
れ
た
方
々
に
不
便
を
か

け
な
い
た
め
に
も
、今
後
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長 

村
に
お
け

る
自
主
返
納
者
は
こ
の
４
か

年
で
2
0
8
人
・
平
成
30

年
43
人
・
平
成
31
年
66
人
・

令
和
２
年
54
人
・
令
和
３
年

45
人
で
し
た
。

議
員
11
名
の
自
主
返
納
者

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に

お
い
て
証
明
書
の
申
請
料
は

1
、1
0
0
円
で
本
人
し
か

申
請
で
き
ま
せ
ん
。運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
へ
バ
ス
や
タ
ク

自
主
返
納
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
は

令和4年3月定例議会 

比嘉　麻乃　議員

屋良　照枝　議員

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

設
置

パ
ー
キ
ン
グ・

パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

令
和
４
年
度
施
政
方
針

行
政
サ
ー
ビ
ス

南
上
原
地
区
交
番
所

設
置

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
軽
減
策
、改
善

策
を
考
え
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

③
福
祉
施
策
の
展
望

議
員 

高
知
市
へ
介
護
予
防

の「
百
歳
体
操
」に
つ
い
て
調

査
し
報
告
書
を
お
渡
し
し

た
が
見
解
を
伺
う
。

福
祉
課
長
　
議
員
か
ら
御

提
供
の
あ
っ
た
情
報
に
つ
い

て
課
内
で
も
今
検
討
は
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員 

「
百
歳
体
操
」は
足
腰

に
筋
肉
を
つ
け
る
だ
け
で
な

く
認
知
機
能
を
向
上
さ
せ

る
効
果
や
食
べ
る
力
、飲
み

込
む
力
を
つ
け
誤
嚥
性
の

肺
炎
予
防
に
な
る
た
め
積

極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
読
書
通
帳
導
入

●
安
心・安
全
な
水
道
事
業

一般質問

（7）



※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

く
り
を
ど
う
考
え
進
め
て

い
く
か
。

村
長 

土
地
利
用
は
協
議
会

の
ほ
う
か
ら
宿
題
を
与
え

ら
れ
た
状
態
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。中
城
村
と
北
中
城
村

で
し
っ
か
り
と
共
同
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
な
が
ら
、

両
村
の
発
展
に
は
中
部
広

域
へ
の
移
行
が
ど
う
し
て
も

必
要
と
い
う
こ
と
を
答
を

出
し
て
、協
議
会
に
ま
た

諮
っ
て
い
く
形
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長 

新
た
な
ま

ち
づ
く
り
は
村
総
合
計
画

の
土
地
利
用
計
画
を
基
に

土
地
利
用
の
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

議
員 

中
部
広
域
へ
の
移
行

は
、村
民
は
早
め
に
進
む
事

を
求
め
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。も
し
中
部
広
域
移
行

が
不
可
能
な
と
き
に
は
、地

区
の
用
途
変
更
の
こ
と
も

考
え
て
取
り
組
ま
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
が
、移
行
を
早
め

に
進
め
る
考
え
は
。

村
長 

来
年
度
よ
り
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
課
が
で
き
ま

す
。そ
の
課
で
中
部
広
域
移

行
だ
と
か
土
地
見
直
し
な

ど
は
都
市
建
設
課
と
の
連

携
し
て
、あ
る
程
度
、俯
瞰

で
も
っ
て
見
ら
れ
る
課
と
、

機
動
性
を
持
っ
た
課
に
機

動
力
を
発
揮
し
て
将
来
的

な
事
が
早
め
に
進
ん
で
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員 

制
度
の
目
的
や
狙

い
、安
全
・
安
心
の
確
保
が

さ
れ
て
い
る
が
、個
人
情
報

は
大
丈
夫
か
。将
来
は
際
限

な
く
広
が
る
恐
れ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
。

教
育
総
務
課
主
幹 

お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。た
だ
、今
後
い
ろ
い
ろ

な
形
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
が
い
ろ
い
ろ
利
便

性
に
役
立
つ
の
も
こ
れ
ま
た

事
実
で
す
。本
村
が
今
後
や

ろ
う
と
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ

交
付
等
全
て
が
こ
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
の
は
マ
イ
ナ

議
員 

幼
い
子
供
達
が
性
被

害
に
あ
っ
た
事
件
が
報
道

さ
れ
る
た
び
に
胸
が
え
ぐ

ら
れ
る
思
い
で
す
。親
は
必

要
以
上
に
子
供
に
対
し
目

配
り
気
配
り
で
日
頃
か
ら

学
校
と
の
連
携
を
密
に
す

べ
き
だ
と
思
う
。児
童
生
徒

の
性
に
対
す
る
教
育
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す

か
。授
業
以
外
で
日
常
生
活

に
お
い
て
児
童
生
徒
が
自

分
を
守
る
た
め
の
行
動
を

教
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

有
害
な

情
報
か
ら
子
供
達
を
守
る

た
め
の
保
護
者
と
協
力
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
機
能
の
設
定
の

推
進
、正
し
い
モ
ラ
ル
教
育

の
授
業
が
年
間
計
画
に
位

置
づ
け
確
実
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

議
員 

性
の
話
は
親
子
で
は

恥
ず
か
し
い
と
か
、決
ま
り

性
教
育

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

制
度

令和4年3月定例議会 

金城　章　議員

安里　ヨシ子　議員

議
員 

南
上
原
に
子
育
て
の

新
た
な
拠
点
施
設
整
備
で

す
が
ど
の
よ
う
な
整
備
を

行
う
の
か
。

こ
ど
も
課
長 

B
＆
G
財
団

の
支
援
を
受
け
て
竹
口
原

公
園
に
約
30
坪
の
施
設
を
建

築
予
定
で
、全
て
の
子
供
た

ち
が
希
望
の
持
て
る
環
境
の

構
築
と
し
て
、特
に
困
難
な

状
況
に
あ
る
行
政
的
支
援

が
必
要
な
世
帯
、全
て
の
子

供
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過

ご
し
、将
来
の
自
立
に
向
け

た「
生
き
抜
く
力
」を
育
め

る
よ
う
な
施
設
整
備
い
た

し
ま
す
。

南
上
原
に
子
育
て
の

拠
点
施
設
整
備
を

南
上
原
下
水
道

工
事
短
縮
を

※

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

●
西
原
バ
イ
パ
ス
中
城
延
長

●
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

●
産
業
振
興

議
員 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

土
地
利
用
と
広
域
移
行
と

北
中
城
と
の
共
同
の
ま
ち
づ

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

土
地
利
用
は

議
員 

南
上
原
地
区
下
水
道

工
事
計
画
は
早
め
に
進
め
て

ほ
し
い
が
考
え
は
。

上
下
水
道
課
長 

こ
れ
ま
で

の
計
画
で
は
南
上
原
地
区

の
完
了
は
令
和
15
年
度
予

定
で
し
た
が
、令
和
４
年
度

か
ら
地
方
創
生
整
備
推
進

交
付
金
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、８
年
短
縮
し

令
和
７
年
度
に
は
整
備
を

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登
録
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
そ

の
部
分
を
し
っ
か
り
推
奨
し

な
が
ら
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
は
で
き
る
だ
け
消
去
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
職
員
だ
け
が
手
続

に
必
要
な
情
報
に
限
っ
て
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
ま
す
。不
正
な
ア
ク
セ

ス
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
第
三

者
機
関
の
個
人
情
報
保
護

委
員
会
が
監
視
・
監
督
し
て

い
て
安
全
性
は
万
全
。

議
員 

警
察
や
税
務
署
、政

府
は
個
人
情
報
の
規
制
な

く
利
用
で
き
る
の
が
怖
い

万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体

制
を
。

一般質問

悪
い
と
か
い
う
事
も
あ
り

ま
す
。産
婦
人
科
医
と
か

助
産
師
を
招
い
て
親
子
一

緒
に
参
加
し
共
通
の
話
題

が
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

現
在
学

校
に
お
い
て「
命
の
授
業
」と

題
し
ま
し
て
大
学
の
講
師

を
招
い
て
特
別
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。助
産
師
等
を
含

め
講
師
の
選
定
等
委
員
会

と
し
て
助
言
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（9） ※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

で
も
あ
り
、場
所
な
ど
の
選

定
も
含
め
て
進
め
た
い
。

教
育
長 

大
城
氏
は
沖
縄
で

初
め
て
の
芥
川
賞
受
賞
者
で

あ
り
、中
城
の
誇
り
で
あ

る
。建
立
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長 

設
置
場
所

や
銅
像
の
規
模
な
ど
詰
め

て
い
き
ま
す
。

議
員 

分
か
り
や
す
い
所
、

憩
え
る
場
所
に
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

議
員 

令
和
４
年
度
待
機
児

童
の
発
生
及
び
待
機
学
童

の
発
生
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
課
長 

待
機
児
童
は

１
歳
児
で
６
名
で
す
。待
機

学
童
は
お
り
ま
せ
ん
。

議
員 

待
機
児
童
は
保
護
者

の
負
担
が
大
き
く
な
る
。解

消
に
向
け
て
取
り
組
み
、令

和
５
年
度
に
は
新
し
い
認
定

こ
ど
も
園
の
開
園
に
伴
い

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し

ま
す
。

設
を
誘
致
す
る
た
め
中
城

中
学
校
の
移
転
を
検
討
し

て
い
ま
す
が
、施
設
は
住
民

生
活
利
便
性
向
上
、良
好
な

住
環
境
の
確
保
、村
内
雇
用

の
創
出
、農
家
の
販
路
拡
大

が
図
ら
れ
、観
光
・
物
流
や

活
動
人
口
の
増
加
等
幅
広

い
効
果
が
期
待
で
き
る

議
員 

５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
象
者
・
希
望

者
は
何
人
か
、健
康
被
害
の

懸
念
は
な
い
か
伺
う

子
ど
も
課
長 

対
象
者
は

2,
0
5
9
人
で
す
。健
康
被

害
は
今
回
の
小
児
用
フ
ァ
イ

ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
は
12
歳
以
上

の
ワ
ク
チ
ン
と
比
べ
成
分
量

が
３
分
の
１
で
あ
り
特
段

懸
念
す
る
こ
と
は
な
い

議
員 

北
中
城
村
と
共
同
の

ま
ち
づ
く
り
、東
海
岸
サ
ン

ラ
イ
ズ
ベ
ル
ト
構
想
に
つ
い

て
伺
う

都
市
建
設
課
長 

今
後
は
計

画
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、

共
同
ま
ち
づ
く
り
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
計
画

策
定
へ
向
け
て
協
議
し
て
行

き
ま
す

企
画
課
長 

現
在
、商
業
施

東
海
岸

サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ
ル
ト
構
想

令
和
４
年
度
施
政
方
針

令和4年3月定例議会 

大城　常良　議員

玉那覇　登　議員

議
員 

村
漁
業
協
同
組
合
及

び
組
合
員
に
対
す
る
運
営
、

設
備
、生
活
支
援
は
。

産
業
振
興
課
長 

船
舶
に

フ
ィ
ル
タ
ー
設
置
の
補
助
、

事
務
所
運 

営 

費
27
万
円
の

補
助
、生
活
支
援
は
行
っ
て

な
い
が
、要
望
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

議
員 

今
こ
そ
生
活
支
援
が

必
要
な
時
期
だ
と
思
い
ま

す
。予
備
費
も
活
用
し
て

し
っ
か
り
支
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
員 
新
年
度
予
算
に

5
7
6
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
進
捗
状
況
は
。

村
長 

大
城
立
裕
氏
の
功
績

は
非
常
に
大
き
い
。ま
た
、村

民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
方

軽
石
漂
着
に
よ
る

支
援
を

議
員 

耐
力
度
調
査
の
進
捗

状
況
及
び
国
庫
補
助
事
業

の
目
途
は
。

教
育
総
務
課
長 

地
盤
種
別

の
検
討
が
で
き
る
か
県
に
確

認
し
て
い
ま
す
。小
学
校
２

校
は
補
助
事
業
が
該
当
す

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
の
で

事
業
者
の
選
定
を
進
め
ま

す
。中
学
校
は
国
庫
補
助
の

該
当
の
有
無
を
確
認
後
に

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画

し
て
い
き
た
い
。

議
員 

大
き
な
壁
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、で

き
る
限
り
補
助
事
業
に
該

当
す
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

小
・
中
学
校
改
築

基
本
計
画
は

待
機
児
童
・

待
機
学
童
ゼ
ロ
を

議
員 

耕
作
放
棄
地
の
発

生
・
解
消
、農
機
等
の
レ
ン
タ

ル
、村
と
農
業
青
年
ク
ラ
ブ

の
連
携
体
制
は
。

産
業
振
興
課
長 

累
計
の
発

生
面
積
は
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

解
消
面
積
は
8.
6
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。７
台
の
機
械

を
貸
し
出
し
、今
年
は
94
件

で
す
。ま
た
、農
地
や
栽
培

状
況
等
の
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
を

大
城
立
裕
氏
の

銅
像
建
立
は

子
ど
も
課
長 

竹
口
原
公
園

に
約
30
坪
程
度
の
建
設
予

定
で
、令
和
５
年
６
月
か
ら
運

営
開
始
予
定
で
す
。運
営
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
児
童
福
祉
法
人
等

へ
委
託
を
考
え
て
い
ま
す

議
員 

南
上
原
に
新
た
な
施

設
整
備
を
行
う
が
、規
模
や

運
営
等
を
伺
う

議
員 

荒
廃
農
地
解
消
に
向

け
た
取
組
を
伺
う

産
業
振
興
課
長 

農
地
耕
作

条
件
改
善
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。事
業
は
農
道
整

備
だ
け
で
な
く
、荒
廃
農
地

も
改
善
し
ま
す
。令
和
４
年

度
中
城
地
区
の
整
備
と
平

行
し
て
耕
作
放
棄
地
解
消

も
取
組
み
ま
す

議
員 

津
覇
前
原
6
6
4
番

地
か
ら
海
向
け
の
溝
と
和

宇
慶
川
清
掃
の
進
捗
状
況

等
を
伺
う

産
業
振
興
課
長 

９
月
議
会

答
弁
と
重
複
し
ま
す
が
、関

係
地
権
者
の
同
意
を
得
て

対
応
し
ま
す
。排
水
路
に
接

す
る
耕
作
放
棄
地
か
ら
繁

茂
す
る
草
、木
の
解
消
も
必

要
で
農
業
委
員
と
連
携
し

進
め
ま
す 河

川
管
理

議
員 
貧
困
及
び
健
診
未
受

診
者
世
帯
へ
の
支
援
等
を
伺

う
。併
せ
て
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

等
も
確
認
で
き
た
か
伺
う

子
ど
も
課
長 

多
職
種
の
定

例
会
で
把
握
し
、支
援
件
数

と
し
て
、
令
和
２
年
度

1
5
2
件
、大
凡
児
童
数
で

す
。乳
幼
児
健
診
の
未
受
診

者
は
、96
人
に
上
っ
て
お
り

ま
す
。ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

認
識
は
令
和
３
年
度
実
績

把
握
は
ゼ
ロ
で
す

学
習
支
援
・
生
活
支
援
・
食

事
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。保
護
者
に
は
利
用
可
能

な
福
祉
制
度
へ
繋
げ
て
育
児

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す

貧
困
問
題

新
た
な
施
設
整
備
は

農
業
振
興
は

一般質問
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く
り
を
ど
う
考
え
進
め
て

い
く
か
。

村
長 

土
地
利
用
は
協
議
会

の
ほ
う
か
ら
宿
題
を
与
え

ら
れ
た
状
態
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。中
城
村
と
北
中
城
村

で
し
っ
か
り
と
共
同
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
な
が
ら
、

両
村
の
発
展
に
は
中
部
広

域
へ
の
移
行
が
ど
う
し
て
も

必
要
と
い
う
こ
と
を
答
を

出
し
て
、協
議
会
に
ま
た

諮
っ
て
い
く
形
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長 

新
た
な
ま

ち
づ
く
り
は
村
総
合
計
画

の
土
地
利
用
計
画
を
基
に

土
地
利
用
の
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

議
員 

中
部
広
域
へ
の
移
行

は
、村
民
は
早
め
に
進
む
事

を
求
め
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。も
し
中
部
広
域
移
行

が
不
可
能
な
と
き
に
は
、地

区
の
用
途
変
更
の
こ
と
も

考
え
て
取
り
組
ま
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
が
、移
行
を
早
め

に
進
め
る
考
え
は
。

村
長 

来
年
度
よ
り
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
課
が
で
き
ま

す
。そ
の
課
で
中
部
広
域
移

行
だ
と
か
土
地
見
直
し
な

ど
は
都
市
建
設
課
と
の
連

携
し
て
、あ
る
程
度
、俯
瞰

で
も
っ
て
見
ら
れ
る
課
と
、

機
動
性
を
持
っ
た
課
に
機

動
力
を
発
揮
し
て
将
来
的

な
事
が
早
め
に
進
ん
で
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員 

制
度
の
目
的
や
狙

い
、安
全
・
安
心
の
確
保
が

さ
れ
て
い
る
が
、個
人
情
報

は
大
丈
夫
か
。将
来
は
際
限

な
く
広
が
る
恐
れ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
。

教
育
総
務
課
主
幹 

お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。た
だ
、今
後
い
ろ
い
ろ

な
形
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
が
い
ろ
い
ろ
利
便

性
に
役
立
つ
の
も
こ
れ
ま
た

事
実
で
す
。本
村
が
今
後
や

ろ
う
と
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ

交
付
等
全
て
が
こ
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
の
は
マ
イ
ナ

議
員 

幼
い
子
供
達
が
性
被

害
に
あ
っ
た
事
件
が
報
道

さ
れ
る
た
び
に
胸
が
え
ぐ

ら
れ
る
思
い
で
す
。親
は
必

要
以
上
に
子
供
に
対
し
目

配
り
気
配
り
で
日
頃
か
ら

学
校
と
の
連
携
を
密
に
す

べ
き
だ
と
思
う
。児
童
生
徒

の
性
に
対
す
る
教
育
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す

か
。授
業
以
外
で
日
常
生
活

に
お
い
て
児
童
生
徒
が
自

分
を
守
る
た
め
の
行
動
を

教
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

有
害
な

情
報
か
ら
子
供
達
を
守
る

た
め
の
保
護
者
と
協
力
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
機
能
の
設
定
の

推
進
、正
し
い
モ
ラ
ル
教
育

の
授
業
が
年
間
計
画
に
位

置
づ
け
確
実
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

議
員 

性
の
話
は
親
子
で
は

恥
ず
か
し
い
と
か
、決
ま
り

性
教
育

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

制
度

令和4年3月定例議会 

金城　章　議員

安里　ヨシ子　議員

議
員 

南
上
原
に
子
育
て
の

新
た
な
拠
点
施
設
整
備
で

す
が
ど
の
よ
う
な
整
備
を

行
う
の
か
。

こ
ど
も
課
長 

B
＆
G
財
団

の
支
援
を
受
け
て
竹
口
原

公
園
に
約
30
坪
の
施
設
を
建

築
予
定
で
、全
て
の
子
供
た

ち
が
希
望
の
持
て
る
環
境
の

構
築
と
し
て
、特
に
困
難
な

状
況
に
あ
る
行
政
的
支
援

が
必
要
な
世
帯
、全
て
の
子

供
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過

ご
し
、将
来
の
自
立
に
向
け

た「
生
き
抜
く
力
」を
育
め

る
よ
う
な
施
設
整
備
い
た

し
ま
す
。

南
上
原
に
子
育
て
の

拠
点
施
設
整
備
を

南
上
原
下
水
道

工
事
短
縮
を

※

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

●
西
原
バ
イ
パ
ス
中
城
延
長

●
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

●
産
業
振
興

議
員 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

土
地
利
用
と
広
域
移
行
と

北
中
城
と
の
共
同
の
ま
ち
づ

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

土
地
利
用
は

議
員 

南
上
原
地
区
下
水
道

工
事
計
画
は
早
め
に
進
め
て

ほ
し
い
が
考
え
は
。

上
下
水
道
課
長 

こ
れ
ま
で

の
計
画
で
は
南
上
原
地
区

の
完
了
は
令
和
15
年
度
予

定
で
し
た
が
、令
和
４
年
度

か
ら
地
方
創
生
整
備
推
進

交
付
金
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、８
年
短
縮
し

令
和
７
年
度
に
は
整
備
を

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登
録
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
そ

の
部
分
を
し
っ
か
り
推
奨
し

な
が
ら
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
は
で
き
る
だ
け
消
去
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
職
員
だ
け
が
手
続

に
必
要
な
情
報
に
限
っ
て
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
ま
す
。不
正
な
ア
ク
セ

ス
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
第
三

者
機
関
の
個
人
情
報
保
護

委
員
会
が
監
視
・
監
督
し
て

い
て
安
全
性
は
万
全
。

議
員 

警
察
や
税
務
署
、政

府
は
個
人
情
報
の
規
制
な

く
利
用
で
き
る
の
が
怖
い

万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体

制
を
。

一般質問

悪
い
と
か
い
う
事
も
あ
り

ま
す
。産
婦
人
科
医
と
か

助
産
師
を
招
い
て
親
子
一

緒
に
参
加
し
共
通
の
話
題

が
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

現
在
学

校
に
お
い
て「
命
の
授
業
」と

題
し
ま
し
て
大
学
の
講
師

を
招
い
て
特
別
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。助
産
師
等
を
含

め
講
師
の
選
定
等
委
員
会

と
し
て
助
言
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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議
員 

自
治
会
・
地
縁
団
体

の
固
定
資
産
で
収
益
が
発

生
す
る
資
産
は
課
税
し
て

い
る
が
、そ
れ
を
免
除
又
は

減
免
措
置
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

税
務
課
長 

固
定
資
産
税
に

は
、非
課
税
措
置
と
減
免
措

置
が
あ
り
、自
治
会
・
地
縁

団
体
は
地
方
税
法
の
非
課

税
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
厳
し
い
で
す
。

議
員 

税
を
賦
課（
か
け
る
）

す
る
権
限
は
村
長
に
あ
り
、

村
長
判
断
で
免
除
又
は
減

免
で
き
る
は
ず
。他
府
県
で

は
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長 

上
位
法
が
あ
り
、幾
ら

村
長
の
権
限
と
言
っ
て
も
、

圧
倒
的
な
根
拠
、理
由
が
な

い
と
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

自
治
会
・
地
縁
団
体

は
営
利
団
体
で
は
な
く
、財

政
の
厳
し
い
中
で
活
動
し
て

い
る
現
状
で
す
の
で
、研
究

し
て
実
施
で
き
る
様
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

議
員 

読
書
は
、視
野
を
広

げ
想
像
を
豊
か
に
し
、人
間

性
を
高
め
て
意
識
改
革
、自

己
啓
発
に
つ
な
が
り
、人
が

生
き
て
行
く
上
に
お
い
て

大
切
な
も
の
と
考
え
ま
す

が
、そ
こ
で
、子
育
て
や
仕

事
で
忙
し
く
、距
離
的
に
遠

く
、交
通
不
便
な
ど
の
理
由

で
、図
書
館
に
来
れ
な
い
村

民
の
為
に
移
動
図
書
館
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長 

仕
事
な
ど

で
忙
し
い
方
の
た
め
に
午
後

７
時
ま
で
開
館
、来
館
困
難

な
方
々
に
は
、図
書
の
郵
送

貸
出
し
も
行
っ
て
い
る
の

で
、現
時
点
で
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

移
動
図
書
館
の

実
施
を

自
治
会
・
地
縁
団
体
に

係
る
固
定
資
産
税
の

免
除
・
減
免
措
置

議
員  

10
月
５
日
に
行
政
・

議
会
・
地
域
住
民
３
者
で
宜

野
湾
警
察
署
へ
の
要
請
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 
宜
野
湾
警

察
署
か
ら
警
察
本
部
へ
上

申
し
た
旨
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

議
員 

新
宜
野
湾
警
察
署
長

に
も
、改
め
て
要
請
す
る
と

と
も
に
、警
察
本
部
長
に
も

直
接
要
請
す
る
様
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。地
域
の
要

望
実
現
の
た
め
に
も

南
上
原
地
域
へ
の

交
番
所
設
置
要
請

議
員 

政
府
は
、今
年
４
月

か
ら
成
人
の
年
齢
引
き
下

げ
を
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、本
村
の
対
応
は
、説

明
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長 

村
教
育
委

員
会
で
は
、こ
れ
ま
で
通
り

で
、名
称
を「
は
た
ち
の
集

い
」で
実
施
す
る
考
え
で
す
。

成
人
式
の

年
齢
時
期
は

議
員 

那
覇
広
域
都
市
計
画

区
域
か
ら
中
部
広
域
移
行

議
員 

令
和
４
年
度
の
施
政

方
針
が
示
さ
れ
、中
城
村
の

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」に

邁
進
し
て
い
く
決
意
も
述
べ

て
い
ま
す
。村
長
の
所
見
を

伺
う
。

村
長 

今
年
度
の
施
政
方
針

に
初
志
貫
徹
の
思
い
を
込
め

ま
し
た
。特
に
中
学
校
移

転
、商
業
施
設
の
誘
致
を
基

本
と
し
な
が
ら
両
小
学
校

の
改
築
も
含
め
新
庁
舎
を

中
心
と
し
た「
ま
ち
づ
く

り
」は
村
の
大
き
な
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
中
部
広
域
へ
の

移
行
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す

の
で
、そ
の
実
現
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

施
政
方
針

議
員 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株

（
B
A
・２
）の
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
が
対
応
策
は
。

こ
ど
も
課
長 

２
回
目
接
種

か
ら
６
ヶ
月
を
経
過
し
た
60

歳
未
満
の
全
村
民
に
対
し
て

も
前
倒
し
接
種
を
可
能
と

し
、個
別
・
集
団
接
種
に
お
い

て
も
接
種
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

感
染
対
策

中
部
広
域
移
行
に

向
け
て

令和4年3月定例議会 

新垣　善功　議員

伊佐　則勝　議員
に
向
け
て
、中
城
村
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

版
策
定
は
。

都
市
建
設
課
長 

現
在
、平

成
31
年
３
月
に
策
定
し
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
基
本
に
し
て
お
り
、今
後

中
部
広
域
へ
移
行
す
る
際

に
は
改
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

議
員 

市
街
化
調
整
区
域
の

地
区
計
画
は
。

都
市
建
設
課
長 

中
部
広
域

へ
移
行
し
た
際
、無
秩
序
な

市
街
化
防
止
や
計
画
的
な

市
街
化
の
誘
導
を
行
う
た

め
、今
後
地
域
ご
と
の
地
区

計
画
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員 

中
城
・
北
中
両
村
の

共
同
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

策
定
は
。

都
市
建
設
課
長 

両
村
に
お

い
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
や
関
係
課
、県
か
ら
の
意

見
を
基
に
共
同
で
取
り
組

む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
は

計
画
策
定
委
員
会
を
開
催

し
、共
同
の
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た

計
画
策
定
へ
向
け
て
協
議

し
て
い
く
予
定
で
す
。

議
員 

共
同
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
建
設
課
長 

両
村
共
同

で
や
る
と
こ
ろ
の
具
体
的

な
案
の
洗
い
出
し
が
ま
だ

し
っ
か
り
な
さ
れ
て
な
く

て
、進
捗
は
当
初
よ
り
遅
れ

て
い
る
状
況
で
す
。現
在
、コ

ン
サ
ル
を
含
め
北
中
と
の
協

議
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、早
期
に
計
画
策

定
委
員
会
を
開
催
し
て
令

和
４
年
度
に
は
計
画
書
を

策
定
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

一般質問

（11） ※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

沖
縄
県
は
自
転
車
活

用
推
進
計
画
を
策
定
し
、そ

の
中
の
観
光
の
項
目
の
中
で

「
東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進

協
議
会
に
お
い
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ル
ー
ト
を
設
定
し
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
等
を
検
討
」と

あ
る
が
４
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の

策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
課
長 

４
町
村
に
お
い

て
は
ま
だ
策
定
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

村
長 

御
提
案
は
時
宜
を
得

た
御
提
案
だ
と
思
い
ま
す
の

で
次
の
協
議
会
に
諮
っ
て
見

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

農
振
地
域
の
見
直

し
、一
部
除
外
申
請
、全
体

除
外
申
請
の
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

一
部
除
外

に
つ
い
て
は
年
２
回
、上
期
、

下
期
の
受
付
を
し
て
い
ま

す
。全
体
見
直
し
に
つ
い
て

は
、令
和
４
年
度
に
基
礎
調

査
業
務
を
発
注
し
、令
和
７

年
度
ま
で
に
新
し
い
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
を
策
定

し
た
い
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

一
部
除
外
に
つ
い
て
制

約
が
か
か
る
期
間
及
び
全

体
見
直
し
に
つ
い
て
の
告
知

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

確
定
で
は

な
い
が
今
年
か
ら
３
年
を
目

途
に
と
考
え
て
い
ま
す
。告

知
は
広
報
誌
、防
災
無
線
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
告
知
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

南
上
原
自
治
会
か

ら
、田
芋
発
祥
の
南
上
原
地

区
に
水
田
耕
作
地
の
造
成

方
の
要
請
が
な
さ
れ
た
が

ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
か
。

産
業
振
興
課
長 

田
芋
の
発

祥
地
、観
光
へ
繋
が
る
こ
と

か
ら
自
治
会
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
看
板
設

置
、水
道
タ
ン
ク
に
絵
を
描

く
等
提
案
中
。

動
の
指
導
者
は
各
競
技
と

も
父
母
会
な
ど
が
依
頼
。

議
員 

南
上
原
か
ら
登
又
を

通
過
す
る
県
道
２９
号
線
は
、

朝
夕
の
渋
滞
が
続
い
て
い
る

が
、具
体
的
な
解
決
策
を
ど

の
よ
う
に
県
へ
要
請
し
て
い

る
か
。東
西
道
路
計
画
の
基

本
設
計
は
完
了
し
て
い
る

か
。村
の
意
見
は
取
り
入
れ

ら
れ
た
か
。

村
長 

県
道
２９
号
線
の
拡
幅

及
び
新
た
な
路
線
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
要

請
を
し
て
お
り
、実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

都
市
建
設
課
長 

２９
号
線
の

渋
滞
緩
和
は
県
が
調
査
・

対
策
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

宜
野
湾
横
断
道
路
は
予
備

設
計
の
精
査
中
で
関
係
者

の
意
見
を
聞
く
予
定
と
の

こ
と
。

県
道
２９
号
線
及
び
東
西

道
路
計
画
の
進
捗
は

南
上
原
に
田
芋
の

水
田
耕
作
地
を

議
員 

施
政
方
針
の
中
で
人

材
育
成
に
努
め
る
と
あ
り
、

具
体
的
に
人
事
交
流
の
計

画
は
。各
種
研
修
と
は
。職

員
の
自
主
的
研
修
は
。

総
務
課
長 

人
材
交
流
で
は

総
合
事
務
局
職
員
を
本
村

に
受
け
入
れ
、村
職
員
を
派

遣
し
て
お
り
、今
後
も
沖
縄

県
や
民
間
企
業
も
含
め

行
っ
て
い
き
た
い
。
女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
研
修
な
ど

様
々
な
研
修
を
実
施
。職
員

の
自
主
的
な
研
修
も
自
己

研
鑽
を
呼
び
か
け
る
。

人
材
育
成

議
員 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
県
出
身
者
の
メ
ダ
ル
獲
得

が
あ
り
、大
き
な
希
望
を
与

え
ら
れ
、競
技
力
向
上
の
取

り
組
み
は
重
要
と
考
え
る
。

中
学
校
の
部
活
動
で
外
部

コ
ー
チ
の
取
り
扱
い
は
。小

学
生
の
部
活
動
指
導
者
は
。

教
育
長 

競
技
力
向
上
に
は

よ
い
指
導
者
が
必
要
で
、人

は
人
が
育
て
る
と
の
考
え
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長 

中
学
校
の

外
部
コ
ー
チ
は
学
校
推
薦

を
受
け
部
活
指
導
員
と
し

て
委
嘱
す
る
。小
学
校
部
活

競
技
力
向
上
の

取
り
組
み
は

令和4年3月定例議会 

桃原　清　議員

石原　昌雄　議員

議
員 

北
上
原
の
坂
田
線
の

様
に
規
制
を
し
な
い
と
草

刈
り
も
危
な
い
所
、高
速
道

路
の
側
道
の
様
に
ス
ス
キ
や

雑
木
が
区
民
の
草
刈
り
で

は
間
に
合
わ
な
い
所
は
村
で

対
応
出
来
な
い
か
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

村
が
除
草

作
業
で
入
っ
て
お
り
ま
す
。

作
業
が
困
難
な
場
所
は
連

絡
が
あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

維
持
管
理（
除
草
）

の
件

議
員 

泊
・
奥
間
の
バ
ス
停
設

置
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
課
長 

泊
の
那
覇
向
け

バ
ス
停
に
つ
い
て
は
設
計
は

完
了
済
み
４
年
度
中
に
設

置
出
来
る
よ
う
検
討
、北
向

け
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、一
部

が
民
有
地
で
修
繕
が
難
航

し
て
い
ま
す
。奥
間
の
バ
ス

停
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度

中
に
は
設
置
の
予
定
で
す
。

国
道
３
２
９
号
の

バ
ス
停
設
置

農
振
地
域
の
見
直
し

議
員 

サ
ン
ラ
イ
ズ
協
議
会

に
お
け
る
現
在
の
進
捗
及

び
自
転
車
道
整
備
計
画
の

進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
課
長 
協
議
会
の
中
で

の
新
た
な
取
り
決
め
は
あ

り
ま
せ
ん
。標
識
等
の
設
置

に
つ
い
て
は
、看
板
タ
イ
プ
と

標
示
タ
イ
プ
２
通
り
で
今

月
末
の
設
置
完
了
予
定
と

M
I
C
E
関
連

一般質問
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議
員 

自
治
会
・
地
縁
団
体

の
固
定
資
産
で
収
益
が
発

生
す
る
資
産
は
課
税
し
て

い
る
が
、そ
れ
を
免
除
又
は

減
免
措
置
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

税
務
課
長 

固
定
資
産
税
に

は
、非
課
税
措
置
と
減
免
措

置
が
あ
り
、自
治
会
・
地
縁

団
体
は
地
方
税
法
の
非
課

税
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
厳
し
い
で
す
。

議
員 

税
を
賦
課（
か
け
る
）

す
る
権
限
は
村
長
に
あ
り
、

村
長
判
断
で
免
除
又
は
減

免
で
き
る
は
ず
。他
府
県
で

は
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長 

上
位
法
が
あ
り
、幾
ら

村
長
の
権
限
と
言
っ
て
も
、

圧
倒
的
な
根
拠
、理
由
が
な

い
と
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

自
治
会
・
地
縁
団
体

は
営
利
団
体
で
は
な
く
、財

政
の
厳
し
い
中
で
活
動
し
て

い
る
現
状
で
す
の
で
、研
究

し
て
実
施
で
き
る
様
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

議
員 

読
書
は
、視
野
を
広

げ
想
像
を
豊
か
に
し
、人
間

性
を
高
め
て
意
識
改
革
、自

己
啓
発
に
つ
な
が
り
、人
が

生
き
て
行
く
上
に
お
い
て

大
切
な
も
の
と
考
え
ま
す

が
、そ
こ
で
、子
育
て
や
仕

事
で
忙
し
く
、距
離
的
に
遠

く
、交
通
不
便
な
ど
の
理
由

で
、図
書
館
に
来
れ
な
い
村

民
の
為
に
移
動
図
書
館
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長 

仕
事
な
ど

で
忙
し
い
方
の
た
め
に
午
後

７
時
ま
で
開
館
、来
館
困
難

な
方
々
に
は
、図
書
の
郵
送

貸
出
し
も
行
っ
て
い
る
の

で
、現
時
点
で
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

移
動
図
書
館
の

実
施
を

自
治
会
・
地
縁
団
体
に

係
る
固
定
資
産
税
の

免
除
・
減
免
措
置

議
員  

10
月
５
日
に
行
政
・

議
会
・
地
域
住
民
３
者
で
宜

野
湾
警
察
署
へ
の
要
請
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

宜
野
湾
警

察
署
か
ら
警
察
本
部
へ
上

申
し
た
旨
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

議
員 

新
宜
野
湾
警
察
署
長

に
も
、改
め
て
要
請
す
る
と

と
も
に
、警
察
本
部
長
に
も

直
接
要
請
す
る
様
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。地
域
の
要

望
実
現
の
た
め
に
も

南
上
原
地
域
へ
の

交
番
所
設
置
要
請

議
員 

政
府
は
、今
年
４
月

か
ら
成
人
の
年
齢
引
き
下

げ
を
施
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、本
村
の
対
応
は
、説

明
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長 

村
教
育
委

員
会
で
は
、こ
れ
ま
で
通
り

で
、名
称
を「
は
た
ち
の
集

い
」で
実
施
す
る
考
え
で
す
。

成
人
式
の

年
齢
時
期
は

議
員 

那
覇
広
域
都
市
計
画

区
域
か
ら
中
部
広
域
移
行

議
員 

令
和
４
年
度
の
施
政

方
針
が
示
さ
れ
、中
城
村
の

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」に

邁
進
し
て
い
く
決
意
も
述
べ

て
い
ま
す
。村
長
の
所
見
を

伺
う
。

村
長 

今
年
度
の
施
政
方
針

に
初
志
貫
徹
の
思
い
を
込
め

ま
し
た
。特
に
中
学
校
移

転
、商
業
施
設
の
誘
致
を
基

本
と
し
な
が
ら
両
小
学
校

の
改
築
も
含
め
新
庁
舎
を

中
心
と
し
た「
ま
ち
づ
く

り
」は
村
の
大
き
な
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
中
部
広
域
へ
の

移
行
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す

の
で
、そ
の
実
現
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

施
政
方
針

議
員 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株

（
B
A
・２
）の
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
が
対
応
策
は
。

こ
ど
も
課
長 

２
回
目
接
種

か
ら
６
ヶ
月
を
経
過
し
た
60

歳
未
満
の
全
村
民
に
対
し
て

も
前
倒
し
接
種
を
可
能
と

し
、個
別
・
集
団
接
種
に
お
い

て
も
接
種
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

感
染
対
策

中
部
広
域
移
行
に

向
け
て

令和4年3月定例議会 

新垣　善功　議員

伊佐　則勝　議員
に
向
け
て
、中
城
村
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

版
策
定
は
。

都
市
建
設
課
長 

現
在
、平

成
31
年
３
月
に
策
定
し
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
基
本
に
し
て
お
り
、今
後

中
部
広
域
へ
移
行
す
る
際

に
は
改
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

議
員 
市
街
化
調
整
区
域
の

地
区
計
画
は
。

都
市
建
設
課
長 

中
部
広
域

へ
移
行
し
た
際
、無
秩
序
な

市
街
化
防
止
や
計
画
的
な

市
街
化
の
誘
導
を
行
う
た

め
、今
後
地
域
ご
と
の
地
区

計
画
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員 

中
城
・
北
中
両
村
の

共
同
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

策
定
は
。

都
市
建
設
課
長 

両
村
に
お

い
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
や
関
係
課
、県
か
ら
の
意

見
を
基
に
共
同
で
取
り
組

む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
は

計
画
策
定
委
員
会
を
開
催

し
、共
同
の
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た

計
画
策
定
へ
向
け
て
協
議

し
て
い
く
予
定
で
す
。

議
員 

共
同
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
建
設
課
長 

両
村
共
同

で
や
る
と
こ
ろ
の
具
体
的

な
案
の
洗
い
出
し
が
ま
だ

し
っ
か
り
な
さ
れ
て
な
く

て
、進
捗
は
当
初
よ
り
遅
れ

て
い
る
状
況
で
す
。現
在
、コ

ン
サ
ル
を
含
め
北
中
と
の
協

議
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、早
期
に
計
画
策

定
委
員
会
を
開
催
し
て
令

和
４
年
度
に
は
計
画
書
を

策
定
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

一般質問

（11）



※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

注
し
て
、調
査
委
託
が
完
了

後
に
工
事
し
、電
力
の
変
電

施
設
の
下
工
事
は
７
月
か

ら
８
月
に
着
手
で
き
る
と

報
告
を
得
て
い
る
。

議
員 

中
城
第
３
地
区
の
添

石
農
道
舗
装
工
事
と
第
４

地
区（
伊
舎
堂
・
泊
地
区
）の

農
道
舗
装
工
事
の
概
要
は
。

産
業
振
興
課
長 

添
石
地
区

に
関
し
て
は
、令
和
４
年
度

の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

（
伊
舎
堂
・
泊
地
区
）は
、

令
和
４
年
〜
令
和
６
年
ま

で
３
年
間
で
２
億
２
千

9
0
0
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。工
事
の
概
要
は
、農

道
舗
装
、防
排
水
溝
な
ど

が
主
に
な
る
。

議
員 

大
人
広
場
の
テ
ン
ト

は
、支
柱
も
錆
び
て
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
が
対
策
は
。芝

生
は
凹
凸
し
て
い
る
が
、今

後
の
整
備
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長 

テ
ン
ト
は
、

現
在
財
政
的
工
面
が
整
い

次
第
、予
算
の
確
保
し
て
対

応
し
ま
す
。芝
生
の
凹
凸

は
、令
和
４
年
度
に
芝
の
張

替
を
実
施
す
る
た
め
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
申
請
し
、予
算
計
上
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員 

吉
の
浦
公
園
〜
東
海

産
業
ま
で
約
６
㎞
屋
宜
地

区
の
未
整
備
護
岸
の
取
り

組
み
は
。昔
は
護
岸
が
整
備

さ
れ
て
い
た
が
、今
は
木
や

雑
草
が
大
き
く
な
り
、村
民

が
通
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

海
岸
か
ら
山
手
の
方
に
約

１
ｍ
草
刈
り
作
業
を
し
整

備
し
た
ら
一
本
の
道
が
で

き
、村
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
し
て
健
康
づ
く
り
を

新垣　貞則　議員

挙
げ
な
く
て
も
婚
姻
を
心

か
ら
祝
福
し
て
お
祝
い
金

と
し
て
出
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
、事
業
内
容
を
結
婚

者
優
位
の
内
容
に
充
て
て

読
上
げ
質
問
し
ま
す
。

村
長 

政
策
的
な
話
で
す
の

で
あ
え
て
答
弁
い
た
し
ま

す
。ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業
予
算

を
議
会
に
提
案
し
て
可
否

を
求
め
て
お
り
ま
す
。我
々

は
代
案
を
求
め
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
の
事

業
と
今
年
度
予
算
を
可
決

し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
と
い
う

話
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
支
援
事

業
内
容
に
理
解
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
え
て
質
問
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た

令和4年3月定例議会 

新垣　修　議員

議
員 

結
婚
式
は
本
人
た
ち

の
気
持
ち
が
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、結
婚
式
を

挙
げ
た
く
て
も
挙
げ
き
れ

な
い
方
々
か
ら
は
婚
姻
と

な
る
夫
婦
の
形
に
は
変
わ

り
は
な
い
の
に
助
成
金
が

貰
え
な
い
事
に
対
し
不
公

平
を
感
じ
る
。結
婚
式
を

結
婚
助
成
金 

村
民
に
寄
り
添
っ
て

活
用
す
べ
き
で
は

総
務
課
長 

具
体
的
な
業
務

所
掌
に
つ
い
て
の
説
明
を
２

回
目
の
庁
議
で
行
っ
て
い

ま
す
。

議
員 

産
業
振
興
課
で
は
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

基
礎
調
査
の
取
組
、そ
れ
と

併
せ
て
５
月
末
ま
で
に
教

育
委
員
会
は
中
学
校
移
転

用
地
の
農
振
除
外
等
の
同

意
を
地
権
者
よ
り
喫
緊
に

取
り
ま
と
め
な
い
と
い
け
な

い
事
務
行
為
が
あ
る
。新
し

い
課
を
設
置
す
る
よ
り
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
先

に
発
足
さ
せ
て
、強
力
的
に

補
助
し
な
が
ら
取
り
組
ん

だ
ほ
う
が
能
率
的
に
も
進

め
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

設
置
の
説
明
は

議
員 

「
東
海
産
業
〜
熱
田
」

の
護
岸
に
陥
没
し
た
危
険

箇
所
が
あ
る
対
策
は
。賀
武

道
線
、沖
縄
電
力
の
変
電
施

設
の
下
は
、大
雨
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
て
い
る
が
地
滑

り
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長 

護
岸
整
備

は
、県
の
方
か
ら
両
村
の
協

力
を
得
な
が
ら
、こ
の
老
朽

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。土
砂
崩
れ
対
策
は
、調

査
設
計
を
４
月
頃
か
ら
発

中
城
小
校
区
内
の

環
境
整
備

海
岸
を
整
備
し
て
、

健
康
づ
く
り
と
中
城
村

の
観
光
振
興
を
図
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

地
域
活
性
化
を
図
る

中城村在住で男女問わず結婚をする者
に対し最大１０万円を助成する。中城村
在住で男女問わず結婚をする者要件と
して令和４年４月１日以降、婚姻届出を
出したカップルに対し５万円の助成金を
あげる。さらに婚姻届後、村内に居住あ
るいは転入する者に対して居住支援金
として５万円助成し合わせて最大１０万
円の支援を行う村外のカップルでも村
内に転入・居住する条件を満たせば５
万円の支援が受けられる。この転入・居
住支援金は事実婚者や性的少数者に
も適用される。このように内容を修正さ
れた方が、村民あるいは村外からの婚
姻者に対しても行政報告に合った助成
なるのではないかと思います。

図
る
道
が
で
き
る
。県
の
中

部
土
木
事
務
所
に
護
岸
の

草
刈
り
作
業
を
要
請
で
き

な
い
で
す
か
。

都
市
建
設
課
長 

護
岸
は
、

県
の
管
理
で
す
の
で
、村
か

ら
要
請
を
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

一般質問
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令和4年3月定例議会 

仲松　正敏　議員

渡嘉敷　眞整　議員

県
の
機
関
の
職
員
、警
察
あ

る
い
は
消
防
職
員
と
い
う
こ

と
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、さ

ら
に
は
村
の
三
役
と
各
課

長
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。そ
の
ポ
ス
ト
は
ほ
ぼ
男

性
職
員
で
占
め
て
い
る
た
め

に
、本
村
に
お
き
ま
し
て
も

３
割
ま
で
は
満
た
し
て
い
な

い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員 

本
村
で
は
自
閉
症
・

情
緒
学
校
、一
時
的
に
問
題

を
抱
え
る
生
徒
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
な
っ

て
い
る
か
。一
方
、イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
を
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、教

育
委
員
会
の
考
え
は
。

教
育
総
務
課
主
幹 

自
閉

症
・
情
緒
学
級
に
入
級
す
る

生
徒
や
、一
時
的
に
問
題
を

抱
え
る
生
徒
に
対
し
て
は
、

早
期
か
ら
の
教
育
支
援
、

そ
し
て
就
学
相
談
や
個
別

の
支
援
計
画
の
作
成
を
基

に
指
導
、助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。

議
員 
中
城
村
内
の
３
小
学

校
、中
学
校
に
お
い
て
は
、

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
の
固

定
学
級
は
設
置
さ
れ
て
い

る
か
。

教
育
総
務
課
主
幹 
現
在
、

本
村
に
お
い
て
は
自
閉
症
・

情
緒
学
級
に
つ
い
て
は
小
学

校
７
学
級
43
名
、中
学
校
に

つ
い
て
は
２
学
級
10
名
が
学

ん
で
お
り
ま
す
。

自
閉
症
・
情
緒
学
校

の
現
状
は

議
員 

防
災
・
減
災
の
計
画

と
そ
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
か
。ま
た
、中

城
村
の
津
波
に
よ
る
被
害

想
定
地
域
の
世
帯
、人
口
、

高
齢
者
、要
支
援
者
を
把
握

し
て
い
る
か
。

総
務
課
長 

村
で
は
、防
災

に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓

発
の
た
め
、防
災
訓
練
や
防

災
講
演
会
の
実
施
、小
学
校

で
の
出
前
授
業
、防
火
・
防

災
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
啓
発

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

中
城
村
の
地
方
防
災

会
議
委
員
、現
在
中
城
村
で

は
女
性
が
1
人
で
す
ね
。こ

の
地
方
防
災
会
議
に
女
性

が
1
人
と
い
う
こ
と
で
す

け
れ
ど
も
、国
の
目
標
と
し

て
は
会
議
構
成
員
の
３
割
と

あ
り
ま
す
が
、３
割
に
満
た

な
い
理
由
は
。

総
務
課
長 

会
議
委
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、条
例
に
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。会
議
の

委
員
は
国
の
機
関
の
職
員
、

り
ま
す
。移
転
す
る
こ
と
で

文
化
面
や
ス
ポ
ー
ツ
面
等

の
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
、

学
校
教
育
活
動
を
活
性
化

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。で
き
る
だ
け
早
く
移
転

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

教
育
総
務
課
長 

耐
力
度
調

査
は
６
棟
を
調
査
し
、令
和

４
年
５
月
末
で
報
告
書
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。現
時

点
で
は
国
庫
補
助
が
該
当

す
る
か
の
有
無
は
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。今
後
の
事
業
計

画
は
耐
力
度
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、建
設
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
し
て
行
き

た
い
。

議
員 

５
月
末
ま
で
に
文
科

省
の
耐
力
度
調
査
報
告
書

が
出
来
、６
月
で
県
施
設
課

と
調
整
し
、９
月
末
ま
で
に

文
科
省
へ
の
報
告
で
中
学
校

改
築
事
業
国
庫
補
助
が
で

き
る
か
ど
う
か
決
定
し
ま

す
。中
学
校
移
転
に
つ
い
て

は
非
常
に
困
難
が
予
想
さ

れ
ま
す
。そ
れ
で
も
し
文
科

省
の
国
庫
負
担
金
・
補
助
金

が
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
ど

う
す
る
つ
も
り
か
。

教
育
総
務
課
長 

中
学
校
建

設
は
非
常
に
重
要
な
事
業

と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。中

学
校
は
敷
地
が
狭
く
プ
ー

ル
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
な
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
狭
く
、バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
適
し
た
校
舎
で
は

な
い
現
敷
地
で
建
て
替
え
は

厳
し
い
と
判
断
し
て
お
り
、

文
教
体
育
施
設
が
整
っ
て
い

る
場
所
周
辺
に
建
設
を
進

め
て
い
き
た
い
。今
回
の
耐

力
度
調
査
の
結
果
に
よ
り

国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
、他
財
源
の
活
用
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。今
回
創
設
さ
れ
る

『
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
』の

中
学
校
移
転
事
業
も
含
め

て
協
力
し
て
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

議
員 

学
校
移
転
に
伴
い
、

校
舎
改
築
事
業
耐
力
度
調

査
は
済
ん
だ
の
か
。何
棟
調

査
し
て
、そ
の
結
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。令
和
３
年

度※

繰
越
明
許
費
学
校
耐

力
度
調
査
3
、5
5
6
万
８

千
円
、計
画
に
変
更
が
あ
る

と
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。

村
長 

中
城
村
の
小
中
学
校

の
改
築
を
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。財
政
負
担
を
少
な
く
し

な
が
ら
、子
供
た
ち
の
事
業

で
す
の
で
全
庁
挙
げ
て
教
育

委
員
会
と
し
っ
か
り
連
携

を
取
っ
て
や
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

教
育
長 

現
在
の
中
学
校
は

敷
地
が
狭
い
上
、身
体
障
が

い
者
へ
の
対
応
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
な
く
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
面
で
充
実
し
た
教
育

活
動
が
困
難
の
状
況
に
あ

中
城
中
学
校

移
転
改
築
事
業

防
災
・
減
災
対
策
は

一般質問
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※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

注
し
て
、調
査
委
託
が
完
了

後
に
工
事
し
、電
力
の
変
電

施
設
の
下
工
事
は
７
月
か

ら
８
月
に
着
手
で
き
る
と

報
告
を
得
て
い
る
。

議
員 

中
城
第
３
地
区
の
添

石
農
道
舗
装
工
事
と
第
４

地
区（
伊
舎
堂
・
泊
地
区
）の

農
道
舗
装
工
事
の
概
要
は
。

産
業
振
興
課
長 

添
石
地
区

に
関
し
て
は
、令
和
４
年
度

の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

（
伊
舎
堂
・
泊
地
区
）は
、

令
和
４
年
〜
令
和
６
年
ま

で
３
年
間
で
２
億
２
千

9
0
0
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。工
事
の
概
要
は
、農

道
舗
装
、防
排
水
溝
な
ど

が
主
に
な
る
。

議
員 

大
人
広
場
の
テ
ン
ト

は
、支
柱
も
錆
び
て
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
が
対
策
は
。芝

生
は
凹
凸
し
て
い
る
が
、今

後
の
整
備
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長 

テ
ン
ト
は
、

現
在
財
政
的
工
面
が
整
い

次
第
、予
算
の
確
保
し
て
対

応
し
ま
す
。芝
生
の
凹
凸

は
、令
和
４
年
度
に
芝
の
張

替
を
実
施
す
る
た
め
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
申
請
し
、予
算
計
上
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員 

吉
の
浦
公
園
〜
東
海

産
業
ま
で
約
６
㎞
屋
宜
地

区
の
未
整
備
護
岸
の
取
り

組
み
は
。昔
は
護
岸
が
整
備

さ
れ
て
い
た
が
、今
は
木
や

雑
草
が
大
き
く
な
り
、村
民

が
通
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

海
岸
か
ら
山
手
の
方
に
約

１
ｍ
草
刈
り
作
業
を
し
整

備
し
た
ら
一
本
の
道
が
で

き
、村
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
し
て
健
康
づ
く
り
を

新垣　貞則　議員

挙
げ
な
く
て
も
婚
姻
を
心

か
ら
祝
福
し
て
お
祝
い
金

と
し
て
出
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
、事
業
内
容
を
結
婚

者
優
位
の
内
容
に
充
て
て

読
上
げ
質
問
し
ま
す
。

村
長 

政
策
的
な
話
で
す
の

で
あ
え
て
答
弁
い
た
し
ま

す
。ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業
予
算

を
議
会
に
提
案
し
て
可
否

を
求
め
て
お
り
ま
す
。我
々

は
代
案
を
求
め
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
の
事

業
と
今
年
度
予
算
を
可
決

し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
と
い
う

話
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
支
援
事

業
内
容
に
理
解
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
え
て
質
問
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た

令和4年3月定例議会 

新垣　修　議員

議
員 

結
婚
式
は
本
人
た
ち

の
気
持
ち
が
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、結
婚
式
を

挙
げ
た
く
て
も
挙
げ
き
れ

な
い
方
々
か
ら
は
婚
姻
と

な
る
夫
婦
の
形
に
は
変
わ

り
は
な
い
の
に
助
成
金
が

貰
え
な
い
事
に
対
し
不
公

平
を
感
じ
る
。結
婚
式
を

結
婚
助
成
金 

村
民
に
寄
り
添
っ
て

活
用
す
べ
き
で
は

総
務
課
長 

具
体
的
な
業
務

所
掌
に
つ
い
て
の
説
明
を
２

回
目
の
庁
議
で
行
っ
て
い

ま
す
。

議
員 

産
業
振
興
課
で
は
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

基
礎
調
査
の
取
組
、そ
れ
と

併
せ
て
５
月
末
ま
で
に
教

育
委
員
会
は
中
学
校
移
転

用
地
の
農
振
除
外
等
の
同

意
を
地
権
者
よ
り
喫
緊
に

取
り
ま
と
め
な
い
と
い
け
な

い
事
務
行
為
が
あ
る
。新
し

い
課
を
設
置
す
る
よ
り
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
先

に
発
足
さ
せ
て
、強
力
的
に

補
助
し
な
が
ら
取
り
組
ん

だ
ほ
う
が
能
率
的
に
も
進

め
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

設
置
の
説
明
は

議
員 

「
東
海
産
業
〜
熱
田
」

の
護
岸
に
陥
没
し
た
危
険

箇
所
が
あ
る
対
策
は
。賀
武

道
線
、沖
縄
電
力
の
変
電
施

設
の
下
は
、大
雨
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
て
い
る
が
地
滑

り
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長 

護
岸
整
備

は
、県
の
方
か
ら
両
村
の
協

力
を
得
な
が
ら
、こ
の
老
朽

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。土
砂
崩
れ
対
策
は
、調

査
設
計
を
４
月
頃
か
ら
発

中
城
小
校
区
内
の

環
境
整
備

海
岸
を
整
備
し
て
、

健
康
づ
く
り
と
中
城
村

の
観
光
振
興
を
図
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

地
域
活
性
化
を
図
る

中城村在住で男女問わず結婚をする者
に対し最大１０万円を助成する。中城村
在住で男女問わず結婚をする者要件と
して令和４年４月１日以降、婚姻届出を
出したカップルに対し５万円の助成金を
あげる。さらに婚姻届後、村内に居住あ
るいは転入する者に対して居住支援金
として５万円助成し合わせて最大１０万
円の支援を行う村外のカップルでも村
内に転入・居住する条件を満たせば５
万円の支援が受けられる。この転入・居
住支援金は事実婚者や性的少数者に
も適用される。このように内容を修正さ
れた方が、村民あるいは村外からの婚
姻者に対しても行政報告に合った助成
なるのではないかと思います。

図
る
道
が
で
き
る
。県
の
中

部
土
木
事
務
所
に
護
岸
の

草
刈
り
作
業
を
要
請
で
き

な
い
で
す
か
。

都
市
建
設
課
長 

護
岸
は
、

県
の
管
理
で
す
の
で
、村
か

ら
要
請
を
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

一般質問

（読上げ原文）
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政務調査報告
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
の

　運
用
状
況
及
び
運
営
状
況

い
き
い
き
百
歳
体
操
視
察

①調査期間
　令和3年12月23日～25日
②調査先及び内容
　千葉県酒々井町及び栄町
　防犯ボックスの運用状況及び運営状況
③調査目的
　中城村に交番設置を求める請願の採択はされたが、交番
　の設置が現実のものとなるまでの治安の維持について、
　いかなる方法が考えられるか、ヒントを得ることを目的とした。
　先進地の運営状況を研究し、人員配置を含め予算面からも可能な範囲で中城村独自の形でのスマー
　ト防犯ボックスは検討できないか。
　千葉県酒々井町・栄町では、設置費用に400万円、運営費用に600万円を5年限度の県の補助金を活
　用している。町からは年間約400万円の運営費が支出されている。

日時：令和３年１２月２３日～２５日

＊鹿児島県鹿児島市観光農業公園グリーンファーム
運営：指定管理
　将来の人材育成の為、児童生徒対象の環境学習、
自然体験、調理体験、一般市民対象の滞在型市民農
園等は、農村地域の活性化を図ると共に、観光の振
興に資する。

＊宮崎県宮崎市青島パークゴルフ場
運営：指定管理
　パークゴルフ場は、綺麗に設備の整った施設であ
る事に加え地元になければ健康長寿に寄与する事
は出来ないと思われる。

観
光
農
園
及
び

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
視
察

①調査期間
　令和３年１２月20日（月）～22日（水）

②調査先及び参加者
　場　所：高知県高知市役所、西秦泉寺公民館
　参加者：大城常良、比嘉麻乃、安里ヨシ子、新垣博正、
　　　　  渡嘉敷眞整

③調査目的
１．老後も安心した生活を送る介護予防のための百歳体操の調査
①いきいき百歳体操　②しゃきしゃき百歳体操　③かみかみ百歳体操・実技体操の説明・
　３種類の百歳体操の体験（高齢者と同じことを体験する）
※ビデオを見ながら全員が合わせて体操をする。（１時間20分）
２．笑顔マイレージ手帳（健康づくり活動）の調査
・体操に参加するとポイントがもらえ、商品券に還元され、楽しみながら健康増進・介護予防が推進で
き、医療費削減にも繋がる。本村でも取り組めるよう提案していく。

（15）

【政務活動費の交付額】
　議員一人当たり年間120,000円（月額10,000円）が交付され、残余金が発生した場合は、返還することになっています。 

※交付額より合計額が多い分は自己負担としています。

（単位：円）

令和３年度 政務活動費収支報告書 令和３年度 政務活動費収支報告書 

安里 清市
新垣 修
渡嘉敷 眞整
屋良 照枝
桃原 清
玉那覇 登
新垣 貞則
大城 常良
比嘉 麻乃
安里 ヨシ子
仲松 正敏
金城 章
石原 昌雄
伊佐 則勝
新垣 善功
新垣 博正

120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
1,920,000

66,460

74,980
66,460
69,158
66,460
28,660
144,138
74,980
74,980
69,158
66,460
66,460
11,452
69,158
74,980

1,023,944

30,000
90,000

1,000
30,000

5,000

156,000

31,579
11,160
9,972
20,672
9,972
9,528

21,128

19,597
15,828
22,512

171,948

14,294

23,974
1,000
9,765
35,463

5,127

88,263

177,886

9,246
0

33,860
18,594

0
33,803
28,349

0
13,765
45,020
50,842
33,943
30,449

0
50,842
45,020
393,733

110,754
122,705
86,140
101,406
120,830
86,197
91,651
144,138
106,235
74,980
69,158
86,057
89,551
122,227
69,158
74,980

1,556,167

18,000

18,000

1,126

1,126

7,263

7,263

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

氏　名

合　計

交付額
収支報告額（支出額）

調査研究費 研修費 資料作成費広報・広聴費
№

資料購入費 事務費事務所費 合計
残  余

（返還額）

①ロシア連邦によるウクライナ侵
略を即時停止して無条件で撤退
すること。
②国連憲章・国際法・国際社会の秩
序を遵守すること。
※駐日ロシア大使へ送付。

①平和的解決に向けて国際社会や国
連で積極的に外交努力をすること。
②ウクライナ在留邦人の安全確保
を徹底すること。
③国際社会と連携し、強い制裁措置
を含む厳格な対応を行うこと。
※日本国政府へ送付。
令和4年3月9日定例会にて、全会
一致で可決した。

ロシア連邦による
ウクライナ侵略を強く非難し、
即時無条件完全撤退と
平和的手段による
早期解決を求める!

抗議決議

意見書

　令和４年４月２６日（火）中城村議会議員は、新垣善功副議長
を座長に中城村議会議員10人で、千葉県旭市へ姉妹提携10
年目にして初めての交流訪問を行った。
　現地においては、木内欽市議長を始めとする旭市議会議員
団の熱烈な歓迎をうけ令和３年４月に竣工した新庁舎の議会
フロアへと案内され、この日の為に特段の配慮で議会委員会
室において米本弥一郎旭市長の歓迎の挨拶をうけ旭市議会
全議員２０人との意見交換会を行いました。（上記写真撮影）
　先に令和元年１０月２３日（水）旭市市議団一行が中城村を
訪問し、吉の浦会館にて意見交換会を行い、オーシャンゴルフ
クラブのフロアにて歓迎式を行った。その際に姉妹提携都市
の旭市を訪問するという約束を交わした。コロナ禍で中々訪
問できない中、感染対策等を万全に行い念願の交流訪問と
なった。

千葉県旭市姉妹都市提携後 初の議員団交流訪問
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政務調査報告
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
の

　運
用
状
況
及
び
運
営
状
況

い
き
い
き
百
歳
体
操
視
察

①調査期間
　令和3年12月23日～25日
②調査先及び内容
　千葉県酒々井町及び栄町
　防犯ボックスの運用状況及び運営状況
③調査目的
　中城村に交番設置を求める請願の採択はされたが、交番
　の設置が現実のものとなるまでの治安の維持について、
　いかなる方法が考えられるか、ヒントを得ることを目的とした。
　先進地の運営状況を研究し、人員配置を含め予算面からも可能な範囲で中城村独自の形でのスマー
　ト防犯ボックスは検討できないか。
　千葉県酒々井町・栄町では、設置費用に400万円、運営費用に600万円を5年限度の県の補助金を活
　用している。町からは年間約400万円の運営費が支出されている。

日時：令和３年１２月２３日～２５日

＊鹿児島県鹿児島市観光農業公園グリーンファーム
運営：指定管理
　将来の人材育成の為、児童生徒対象の環境学習、
自然体験、調理体験、一般市民対象の滞在型市民農
園等は、農村地域の活性化を図ると共に、観光の振
興に資する。

＊宮崎県宮崎市青島パークゴルフ場
運営：指定管理
　パークゴルフ場は、綺麗に設備の整った施設であ
る事に加え地元になければ健康長寿に寄与する事
は出来ないと思われる。

観
光
農
園
及
び

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
視
察

①調査期間
　令和３年１２月20日（月）～22日（水）

②調査先及び参加者
　場　所：高知県高知市役所、西秦泉寺公民館
　参加者：大城常良、比嘉麻乃、安里ヨシ子、新垣博正、
　　　　  渡嘉敷眞整

③調査目的
１．老後も安心した生活を送る介護予防のための百歳体操の調査
①いきいき百歳体操　②しゃきしゃき百歳体操　③かみかみ百歳体操・実技体操の説明・
　３種類の百歳体操の体験（高齢者と同じことを体験する）
※ビデオを見ながら全員が合わせて体操をする。（１時間20分）
２．笑顔マイレージ手帳（健康づくり活動）の調査
・体操に参加するとポイントがもらえ、商品券に還元され、楽しみながら健康増進・介護予防が推進で
き、医療費削減にも繋がる。本村でも取り組めるよう提案していく。
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議会からの
お知らせ 議会の日程については、6月初旬に村ホームページでお知らせします。 

令和4年6月定例会は6月10日（金）から17日（金）まで開催予定
（一般質問は、6月13日（月）から6月16日（木）予定） 

の題字を募集します。
中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません！
あなたの字のままでいいんです！ 

お問い合わせは　中城村議会事務局
（☎098-895-4318）まで 
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自治功労者の表彰
令和4年全国町村議会議長会より、多年にわた
る地域の振興発展、地方自治の振興の功績を
たたえられて、本村議員が表彰を受けました。

議員　金城 章議員　伊佐 則勝

伊佐 則勝

屋良 照枝 渡嘉敷 眞整 玉那覇 登 新垣 修 桃原 清 安里 清市

新垣 博正 金城 章

町村議会議員・事務局職員研修会

町村議会をめぐる最近の動向と選挙公営について
講師：望月達史（全国町村議会議長会事務総長）

町村議会議員として
15年以上在職し功労のあった者

議長　新垣 博正

町村議会議員として
11年以上在職し功労のあった者

ありがとう
ございました！
ありがとう
ございました！

習字名人になるために、
一つ一つの字をていねいに

書く気もちをもって、
がんばっています。

具志堅 梨杏

　近年、小規模町村の議員選挙における投票率の
低下や無投票当選、定数割れ等の課題がある。ま
た、選挙に係る費用負担が議員のなり手不足の要
因であるとの議論もある。
　今回、公職選挙法一部改正で、町村議会議員選挙
において、供託金が導入されるとともに、各町村に
て条例を定めることによって、選挙公営を公費で実
施できることとなった。
　沖縄県においても30町村数のうち5町村が制定
されていて今後他町村も制定され議員のなり手不
足や投票率向上の課題解決になれば良いという講
演であった。

日時：令和4年2月25日　場所：読谷村文化センター
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（16）第71号中城村議会だより 2022年6月3日


